
︿
論

説
﹀カ

ー
タ
ー
外
交
と
パ
キ
ス
タ
ン

一
九
七
七
～
一
九
八
〇

人
権
︑
核
拡
散
︑
新
冷
戦
を
め
ぐ
る
政
策
調
整
問
題

溝

口

聡

は

じ

め

に

一

フ
ォ
ー
ド
政
権
と
パ
キ
ス
タ
ン
核
問
題

二

カ
ー
タ
ー
政
権
の
登
場

三

人
権
外
交
と
パ
キ
ス
タ
ン

四

ジ
ヤ
ー
政
権
の
核
開
発
問
題
と
カ
ー
タ
ー
政
権
の
対
応

五

西
南
ア
ジ
ア
地
域
の
不
安
定
化
と
米
パ
関
係

六

新
冷
戦
と
パ
キ
ス
タ
ン

お

わ

り

に

は

じ

め

に

カ
ー
タ
ー
︵
Jim
m
y
C
arter︶
外
交
に
つ
い
て
は
︑
既
に
多
く
の
研
究
蓄
積
が

(
)

あ
る
︒
最
も
一
般
的
な
見
解
は
︑
新
パ
ナ
マ
運
河
条

1
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約
の
締
結
や
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
合
意
な
ど
評
価
す
べ
き
点
も
あ
る
一
方
︑
カ
ー
タ
ー
は
多
く
の
外
交
問
題
で
︑
政
策
調
整
に

失
敗
し
た
と
い
う
指
摘
で
あ
ろ
う
︒
ニ
ク
ソ
ン
︵
R
ichard
M
.N
ixon
︶
＝
フ
ォ
ー
ド
︵
G
erald
R
.F
ord
︶
政
権
の
秘
密
外
交
を
非
難

し
︑
道
徳
的
側
面
を
強
調
す
る
カ
ー
タ
ー
の
人
権
外
交
は
︑
第
二
次
戦
略
兵
器
制
限
交
渉
︵
SA
LT
II︶
に
臨
む
ソ
連
や
共
産
主
義
陣

営
だ
け
で
な
く
︑
ア
メ
リ
カ
の
同
盟
国
で
あ
っ
た
韓
国
︑
フ
ィ
リ
ピ
ン
等
の
権
威
主
義
体
制
の
国
家
と
の
関
係
も
危
う
く

(
)

し
た
︒
カ
ー

2

タ
ー
は
ま
た
︑
人
事
の
統
括
に
も
失
敗
し
た
と
言
え
る
︒
外
交
政
策
の
主
導
権
を
め
ぐ
る
サ
イ
ラ
ス
・
ヴ
ァ
ン
ス
︵
C
yrus
V
ance︶

国
務
長
官
と
ズ
ビ
グ
ネ
フ
・
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
︵
Zbigniew
B
rzezinski︶
国
家
安
全
保
障
担
当
大
統
領
補
佐
官
の
対
立
は
︑
カ
ー
タ

ー
外
交
の
一
貫
性
の
無
さ
を
表
し
た
︒
一
九
八
〇
年
四
月
の
ヴ
ァ
ン
ス
の
辞
任
は
︑
カ
ー
タ
ー
外
交
の
重
心
が
︑
対
ソ
強
硬
的
な
ブ
レ

ジ
ン
ス
キ
ー
路
線
へ
と
転
換
し
た
こ
と
を
︑
印
象
づ
け
る
出
来
事
で
あ
っ
た
︒

対
パ
キ
ス
タ
ン
政
策
は
︑
ま
さ
し
く
カ
ー
タ
ー
政
権
の
外
交
的
定
見
の
欠
如
を
示
す
格
好
の
題
材
と
言
え
る
︒
カ
ー
タ
ー
に
と
っ

て
︑
パ
キ
ス
タ
ン
は
核
兵
器
開
発
問
題
︑
人
権
問
題
︑
新
冷
戦
と
い
う
主
要
な
外
交
課
題
が
︑
交
錯
す
る
国
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
︑
対

パ
キ
ス
タ
ン
政
策
に
焦
点
を
当
て
て
︑
カ
ー
タ
ー
外
交
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
研
究
は
少

(
)

な
い
︒
な
ぜ
な
ら
︑
既
存
の
研
究
の
多
く

3

は
︑
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
後
︑
軍
事
援
助
の
再
開
を
決
断
す
る
ま
で
︑
ア
メ
リ
カ
は
パ
キ
ス
タ
ン
に
対
す
る
関
心
が
低
か
っ

た
と
い
う
見
解
を
批
判
的
に
検
証
せ
ず
︑
パ
キ
ス
タ
ン
の
核
開
発
や
人
権
侵
害
を
︑
優
先
順
位
の
低
い
地
域
の
問
題
と
捉
え
て
い
る
か

ら
で

(
)

あ
る
︒
確
か
に
カ
ー
タ
ー
政
権
の
高
官
達
は
︑
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中
東
ほ
ど
に
は
︑
南
ア
ジ
ア
を
重
要
な
地
域
と
は
認
識
し
て
お

4

ら
ず
︑
同
地
域
の
担
当
に
最
低
限
の
人
員
を
配
置
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
︒
さ
ら
に
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
は
︑
地
域
大
国
と
の
関
係
を
基
盤

に
据
え
る
外
交
方
針
を
打
ち
出
し
︑
南
ア
ジ
ア
地
域
の
軸
を
イ
ン
ド
に
置
い
た
︒
だ
が
︑
こ
う
し
た
指
摘
は
︑
カ
ー
タ
ー
政
権
の
パ
キ

ス
タ
ン
政
策
が
︑
国
務
省
副
長
官
の
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
︵
W
arren
C
hristopher︶
と
彼
の
政
策
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に

展
開
し
た
と
い
う
事
実
に
ほ
と
ん
ど
言
及
せ
ず
︑
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
の
政
策
評
価
委
員
会
︵
Policy
R
eview
C
om
m
ittee:PR
C
︶
を
中

心
に
南
ア
ジ
ア
政
策
を
論
じ
て

(
)

い
る
︒
カ
ー
タ
ー
政
権
の
パ
キ
ス
タ
ン
政
策
を
め
ぐ
る
研
究
の
中
に
は
︑
同
政
権
の
人
道
主
義
的
理
念

5
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が
︑
米
ソ
新
冷
戦
に
よ
る
パ
キ
ス
タ
ン
の
戦
略
的
重
要
性
の
高
ま
り
に
よ
り
︑
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ジ
ヤ
ー
・
ウ
ル
・
ハ
ッ
ク
︵
M
oham
-

m
ed
Zia
ul-haq
︶
政
権
に
は
適
応
さ
れ
な
か
っ
た
と
指
摘
し
︑
人
権
外
交
の
観
点
か
ら
批
判
す
る
も
の
も
み
ら

(
)

れ
る
︒
パ
キ
ス
タ
ン
向

6

け
の
人
権
外
交
に
批
判
的
な
研
究
の
問
題
は
︑
カ
ー
タ
ー
政
権
末
期
を
中
心
に
論
じ
る
傾
向
が
強
く
︑
政
策
形
成
の
変
容
過
程
を
実
証

的
に
分
析
で
き
て
い
な
い
点
に
あ
る
︒

本
稿
の
目
的
は
︑
カ
ー
タ
ー
政
権
と
ズ
ル
フ
ィ
カ
ー
ル
・
ア
リ
ー
・
ブ
ッ
ト
ー
︵
Zulfikar
A
liB
hutto︶
︑
ジ
ヤ
ー
両
政
権
の
外
交

交
渉
を
︑
核
兵
器
︑
人
権
︑
新
冷
戦
と
い
う
三
つ
の
課
題
か
ら
多
角
的
に
考
察
し
︑
経
済
制
裁
か
ら
軍
事
援
助
の
再
開
に
至
る
対
パ
キ

ス
タ
ン
政
策
の
調
整
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
︒
結
論
と
し
て
本
稿
は
︑
カ
ー
タ
ー
政
権
の
政
策
調
整
の
失
敗
が
︑
先
行
研

究
の
多
く
が
指
摘
す
る
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ン
侵
攻
ま
で
の
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
関
心
の
低
さ
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
︑
人
権
状
況
の
改
善
と

核
開
発
の
阻
止
を
同
時
に
実
現
し
よ
う
と
す
る
カ
ー
タ
ー
政
権
の
外
交
方
針
に
起
因
す
る
と
の
主
張
を
展
開
す
る
︒

以
下
で
は
ま
ず
︑
フ
ォ
ー
ド
政
権
と
カ
ー
タ
ー
政
権
の
パ
キ
ス
タ
ン
核
問
題
に
関
す
る
基
本
方
針
を
説
明
す
る
︒
次
い
で
カ
ー
タ
ー

政
権
期
の
米
パ
関
係
と
人
権
外
交
を
め
ぐ
る
外
交
交
渉
を
考
察
し
︑
ブ
ッ
ト
ー
︑
ジ
ヤ
ー
両
政
権
へ
の
人
権
と
核
開
発
を
め
ぐ
る
対
立

姿
勢
が
︑
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
イ
ラ
ン
の
政
変
を
受
け
︑
融
和
政
策
に
至
る
政
策
形
成
過
程
を
論
じ
る
︒
最
後
に
カ
ー
タ
ー
政
権
期
の

パ
キ
ス
タ
ン
政
策
を
総
括
し
︑
そ
の
問
題
点
を
論
じ
る
︒

(
︶
例
え
ば
以
下
の
よ
う
な
文
献
が
あ
る
︒
D
anielJ.Sargent,A
Superpow
er
T
ransform
ed:T
he
R
em
aking
ofA
m
erican
Foreign
R
elations
in
the
1970s

1︵
O
xford:O
xford
U
niversity
Press,2015︶;B
etty
G
lad,A
n
O
utsider
in
the
W
hite
H
ouse:Jim
m
y
C
arter,H
is
A
dvisors,and
the
M
aking
ofA
m
erican

Foreign
P
olicy︵
Ithaca:C
ornel
U
niversity
Press,2009︶;Scott
K
aufm
an,P
lans
U
nraveled:
T
he
Foreign
P
olicy
of
the
C
arter
A
dm
inistration

︵
D
eK
alb:
N
orthern
Illinois
U
niversity
Press,
2008︶;
Jean
A
.
G
arrison,
G
am
es
A
dvisors
P
lay:
Foreign
P
olicy
in
the
N
ixon
and
C
arter

A
dm
inistrations︵
C
ollege
Station,1999︶;D
avid
Skidm
ore,R
eversing
C
ourse:
C
arter’s
Foreign
P
olicies,and
the
Failure
of
R
eform
︵
N
ashville:

V
anderbilt
U
niversity
Press,1996︶;D
onald
S.Spencer,T
he
C
arter
Im
plosion:Jim
m
y
C
arter
and
the
A
m
ateur
Style
ofD
iplom
acy︵
N
ew
Y
ork:

Praeger,1988
︶;A
.G
lenn
M
ow
er
Jr,H
um
an
R
ights
and
A
m
erican
Foreign
P
olicy:T
he
C
arter
and
R
eagan
E
xperiences︵
N
ew
Y
ork:G
reenw
ood
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Press,1987
︶;G
addis
Sm
ith,M
orality,R
eason,
and
P
ow
er:
A
m
erican
D
iplom
acy
in
the
C
arter
Y
ears︵
N
ew
Y
ork:H
illand
W
ang,1986︶;Joshua

M
uravchik,
T
he
U
ncertain
C
rusade:
Jim
m
y
C
arter
and
the
D
ilem
m
as
of
H
um
an
R
ights
P
olicy
︵
Lanham
:
H
am
ilton
Press,
1986︶;
D
ouglas

B
rinkley,qT
he
R
ising
Stock
ofJim
m
y
C
arter:T
he
H
ands
on
Legacy
ofO
ur
T
hirty-ninth
President,”
D
iplom
atic
H
istory,V
ol.20︵
Sum
m
er

}
~

1990
︶.

︵

︶
Sean
W
ilentz,T
he
A
ge
ofR
eagan:A
H
istory
1974-2008
︵
N
ew
Y
ork:H
arper
Perennial,2008︶,99-100：
M
ow
er,op.cit.,24-25;B
rinkley,op.

2cit.,521.

︵

︶
例
外
と
し
て
は
次
の
研
究
が
あ
る
︒
T
hom
as
Perry
T
hornton,
qB
etw
een
the
Stools?：
U
.S.
Policy
tow
ards
Pakistan
during
the
C
arter

3A
dm
inistration,”
A
sian
Survey,V
ol.22,N
o.10︵
O
ct,1982︶.

︵

︶
A
bdulSattar,P
akistan’s
Foreign
P
olicy
1947-2005:A
C
oncise
H
istory︵
O
xford:O
xford
U
niversity
Press,2007︶;
D
ennis
K
ux,T
he
U
nited

4States
and
P
akistan
1947-2000:
D
isenchanted
A
llies︵
B
altim
ore:T
he
Johns
H
opkins
U
niversity
Press,2001
︶;R
obert
G
.W
irsing,P
akistan’s

Security
U
nder
Zia,1977-1988:T
he
P
olicy
Im
peratives
ofa
P
eripheralA
sian
State︵
N
ew
Y
ork:St.M
artin̓
s
Press,1991︶.

︵

︶
A
.Z.H
ilali,U
S-P
akistan
R
elationship:
Soviet
Invasion
of
A
fghanistan
︵
H
ants:A
shgate,2005︶,64-65;Sm
ith,op.cit.,39;C
yrus
V
ance,H
ard

5C
hoices:C
riticalY
ears
in
A
m
erica’s
Foreign
P
olicy︵
N
ew
Y
ork:Sim
on
and
Schuster,1983︶,40-44.

︵

︶
K
ux,T
he
U
nited
States
and
P
akistan
1947-2000,op.cit.;H
anan
M
ian
A
hm
ad,qT
he
M
edia-F
oreign
Policy
R
elationship:Pakistan̓
s
M
edia

6Im
age
and
U
.S.F
oreign
Policy”︵
PhD
diss.,Y
ork
U
niversity,2005︶.

一

フ
ォ
ー
ド
政
権
と
パ
キ
ス
タ
ン
核
問
題

カ
ー
タ
ー
政
権
発
足
以
前
か
ら
︑
米
パ
関
係
に
は
︑
暗
雲
が
垂
れ
込
ん
で
い
た
︒
一
九
七
五
年
︑
大
統
領
選
挙
に
挑
む
カ
ー
タ
ー

は
︑
自
著
﹃
な
ぜ
ベ
ス
ト
を
つ
く
さ
な
い
の
か
？
﹄
の
中
で
︑
ニ
ク
ソ
ン
＝
フ
ォ
ー
ド
政
権
を
非
難
す
る
題
材
の
一
つ
に
︑
対
パ
キ
ス

タ
ン
政
策
を
挙
げ
て

(
)

い
た
︒
カ
ー
タ
ー
は
︑
発
展
途
上
国
向
け
の
武
器
禁
輸
措
置
の
強
化
を
表
明
し
︑
共
和
党
政
権
の
軍
事
援
助
政
策

7

に
否
定
的
で
あ
っ
た
︒

ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
︑
米
中
接
近
の
窓
口
に
﹁
パ
キ
ス
タ
ン
・
チ
ャ
ン
ネ
ル
﹂
を
利
用
し
︑
そ
の
見
返
り
と
し
て
武
器
禁
輸
措
置
を
一
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時
的
に
緩
和
し
た
こ
と
で
︑
ア
メ
リ
カ
国
民
か
ら
パ
キ
ス
タ
ン
寄
り
と
認
知
さ
れ
て
い
た
︒
禁
輸
緩
和
措
置
に
は
︑
武
器
供
与
先
で
あ

る
ヤ
ヒ
ア
︵
A
gha
M
oham
m
ed
Y
ahya
K
han
︶
政
権
が
︑
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
の
分
離
・
独
立
を
求
め
る
東
パ
キ
ス
タ
ン
の
人
々
を
厳

し
く
弾
圧
し
た
た
め
︑
国
内
外
か
ら
の
批
判
が
集
ま
っ
て
い
た
︒
し
か
し
︑
ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
︑
ヤ
ヒ
ア
政
権
の
人
権
弾
圧
よ
り
も
︑

東
パ
キ
ス
タ
ン
問
題
が
︑
南
ア
ジ
ア
地
域
全
体
の
安
全
保
障
を
脅
か
す
危
険
性
を
憂
慮
し
て
い
た
︒
東
パ
キ
ス
タ
ン
問
題
は
︑
ヤ
ヒ
ア

政
権
の
弾
圧
を
逃
れ
る
た
め
︑
大
量
の
難
民
が
イ
ン
ド
へ
流
入
し
た
結
果
︑
印
パ
間
の
国
際
問
題
へ
と
発
展
し
た
か
ら
で
あ
る
︒
ニ
ク

ソ
ン
と
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
︵
H
enry
K
issinger︶
国
家
安
全
保
障
担
当
大
統
領
補
佐
官
は
︑
イ
ン
デ
ィ
ラ
・
ガ
ン
デ
ィ
︵
Indira
G
an-

dhi︶
首
相
が
︑
難
民
問
題
解
決
の
た
め
︑
東
パ
ス
タ
ン
問
題
へ
の
軍
事
介
入
に
踏
み
切
る
こ
と
を
懸
念
す
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
対
す

る
ガ
ン
デ
ィ
首
相
は
︑
ヤ
ヒ
ア
政
権
に
融
和
的
な
態
度
を
続
け
る
ニ
ク
ソ
ン
政
権
に
対
し
て
︑
不
信
感
を
募
ら
せ
て
い
っ
た
の
で
あ

る
︒結

局
︑
長
引
く
難
民
問
題
が
発
端
と
な
り
︑
七
一
年
十
二
月
に
は
第
三
次
印
パ
戦
争
が
勃
発
し
た
︒
イ
ン
ド
軍
の
西
パ
キ
ス
タ
ン
併

合
を
危
惧
す
る
ニ
ク
ソ
ン
と
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
︑
イ
ン
ド
と
平
和
友
好
条
約
を
締
結
し
た
ソ
連
と
の
交
渉
を
重
ね
て
︑
戦
争
の
早
期

終
結
を
試
み
た
︒
ニ
ク
ソ
ン
政
権
に
よ
る
大
国
主
導
の
紛
争
調
停
は
︑
イ
ン
ド
シ
ナ
和
平
や
米
ソ
デ
タ
ン
ト
な
ど
の
外
交
課
題
が
︑
ヤ

ヒ
ア
政
権
へ
の
配
慮
よ
り
優
先
す
る
こ
と
を
︑
パ
キ
ス
タ
ン
に
明
確
に
示
す
こ
と
に
な
っ
た
︒
ヤ
ヒ
ア
大
統
領
は
︑
パ
キ
ス
タ
ン
の
分

裂
回
避
の
た
め
︑
ニ
ク
ソ
ン
政
権
の
支
援
を
期
待
し
て
い
た
︒
と
こ
ろ
が
︑
ニ
ク
ソ
ン
と
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
︑
イ
ン
ド
の
西
パ
キ
ス

タ
ン
侵
攻
を
阻
止
で
き
た
こ
と
に
満
足
し
︑
東
パ
キ
ス
タ
ン
の
分
離
独
立
を
黙
認
し
た
の
で
あ
る
︒
戦
争
の
結
果
︑
南
ア
ジ
ア
の
勢
力

地
図
は
︑
東
パ
キ
ス
タ
ン
が
イ
ン
ド
の
後
押
し
を
受
け
︑
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と
し
て
独
立
し
た
こ
と
で
︑
大
き
く
変
化
し
た
︒
ま
た
戦

後
の
印
ソ
関
係
は
︑
米
パ
関
係
と
は
対
照
的
に
緊
密
化
し
た
︒
イ
ン
ド
は
ソ
連
と
の
軍
事
的
協
力
を
明
確
化
し
︑
ソ
連
の
援
助
の
恩
恵

を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で

(
)

あ
る
︒

8

ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
で
辞
任
し
た
ニ
ク
ソ
ン
の
後
任
と
し
て
︑
大
統
領
に
就
任
し
た
フ
ォ
ー
ド
は
︑
南
ア
ジ
ア
地
域
に
対
す
る
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明
確
な
政
策
方
針
を
有
し
て
お
ら
ず
︑
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
外
交
交
渉
に
つ
い
て
は
︑
国
務
長
官
と
国
家
安
全
保
障
担
当
大
統
領
補
佐
官

の
職
を
︑
一
時
期
兼
任
し
て
い
た
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
に
ほ
ぼ
一
任
し
た
︒
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
第
三
次
印
パ
戦
争
以
後
︑
イ
ン
ド
と
の

関
係
改
善
の
必
要
性
を
認
識
し
︑
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
軍
事
援
助
に
関
し
て
消
極
的
と
な
っ
た
︒
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
︑
七
四
年
九
月
の

ア
ジ
ズ
・
ア
フ
マ
ド
︵
A
ziz
A
hm
ad
︶
外
相
と
の
会
談
で
︑
イ
ン
ド
へ
の
脅
威
に
対
抗
す
る
た
め
軍
拡
の
必
要
性
を
強
調
す
る
外
相

に
対
し
︑
軍
事
物
資
の
売
却
に
は
慎
重
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
︑
パ
キ
ス
タ
ン
に
自
制
を
促
し
た
の
で
あ
る
︒
こ
れ
に
対
し
ブ

ッ
ト
ー
は
︑
一
か
月
後
の
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
の
会
談
で
︑
ア
メ
リ
カ
か
ら
軍
事
援
助
を
引
き
出
す
た
め
︑
イ
ン
ド
の
軍
事
的
脅
威
に

対
抗
す
る
た
め
﹁
確
実
な
抑
止
力
﹂
を
持
つ
必
要
性
を
強
調

(
)

し
た
︒

9

フ
ォ
ー
ド
政
権
は
︑
核
抑
止
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
ブ
ッ
ト
ー
の
発
言
を
受
け
︑
態
度
を
軟
化
さ
せ
た
︒
ア
メ
リ
カ
政
府
は
︑
一
九

七
五
年
二
月
に
印
パ
向
け
の
武
器
禁
輸
措
置
の
撤
廃
を
公
表
し
︑﹃
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ス
﹄
誌
か
ら
南
ア
ジ
ア
の
軍
拡
競
争
を

促
進
す
る
と
の
批
判
を
受
け
た
︒
フ
ォ
ー
ド
政
権
は
︑
ア
メ
リ
カ
国
内
か
ら
の
批
判
を
覚
悟
の
上
で
︑
イ
ン
ド
の
核
能
力
に
対
す
る
自

衛
手
段
を
模
索
す
る
パ
キ
ス
タ
ン
に
対
し
︑
武
器
禁
輸
措
置
の
撤
廃
が
︑
ブ
ッ
ト
ー
政
権
の
核
開
発
計
画
へ
の
防
止
策
と
な
る
こ
と
に

期
待
し
た
の
で
あ
る
︒

ア
メ
リ
カ
は
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
以
降
︑
核
兵
器
の
拡
散
と
原
子
力
の
平
和
利
用
を
い
か
に
両
立
す
る
か
苦
心
し
て
い
た
︒
核
濃

縮
関
連
の
技
術
情
報
の
拡
散
は
︑
米
ソ
に
加
え
︑
イ
ギ
リ
ス
︑
フ
ラ
ン
ス
︑
中
国
と
核
保
有
国
を
増
加
さ
せ
た
︒
米
ソ
は
さ
ら
な
る
核

拡
散
を
防
ぐ
た
め
︑
核
不
拡
散
条
約
︵
N
on-Proliferation
T
reaty:N
PT
︶
の
締
結
交
渉
に
取
り
組
み
︑
同
条
約
は
一
九
七
〇
年
に
発

効
し
た
︒
Ｎ
Ｐ
Ｔ
は
非
核
保
有
国
に
は
︑
原
子
力
の
平
和
利
用
を
推
奨
す
る
一
方
で
︑
核
兵
器
へ
の
転
用
を
防
ぐ
た
め
︑
国
際
原
子
力

機
関
︵
InternationalA
tom
ic
E
nergy
A
gency:IA
E
A
︶
の
保
障
措
置
を
強
化
し
た
︒
七
三
年
の
石
油
危
機
以
降
︑
ブ
ラ
ジ
ル
や
エ

ジ
プ
ト
な
ど
の
発
展
途
上
国
は
︑
石
油
依
存
回
避
を
目
的
に
︑
原
子
力
へ
の
関
心
を
高
め
た
︒
中
国
の
脅
威
に
対
抗
す
る
た
め
核
開
発

を
検
討
し
て
い
た
イ
ン
ド
も
ま
た
︑
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
期
待
を
強
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
︒
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ア
メ
リ
カ
政
府
は
︑
イ
ン
ド
が
国
際
社
会
か
ら
の
非
難
と
制
裁
の
危
険
性
を
顧
み
ず
︑
七
四
年
五
月
に
核
実
験
に
踏
み
切
る
と
は
想

定
し
て
お
ら
ず
︑
南
ア
ジ
ア
の
核
問
題
で
は
後
れ
を
取
っ
た
︒
七
四
年
一
〇
月
︑
ガ
ン
デ
ィ
首
相
と
会
談
し
た
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
︑

核
実
験
へ
の
直
接
的
な
非
難
を
避
け
る
一
方
で
︑
核
拡
散
を
防
ぐ
た
め
︑
核
燃
料
物
質
の
厳
重
な
管
理
の
必
要
性
を
強
く
説
い
た
︒
ア

メ
リ
カ
は
︑
一
九
六
三
年
に
イ
ン
ド
と
原
子
力
の
平
和
利
用
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
て
い
た
︒
し
か
し
︑
こ
の
協
定
は
核
技
術
の
軍

事
転
用
を
禁
ず
る
一
方
で
︑
平
和
利
用
目
的
の
核
実
験
に
対
す
る
明
確
な
規
制
を
課
し
て
い
な
か
っ
た
︒
そ
の
た
め
︑
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ

ー
は
﹁
核
武
装
す
る
意
思
は
な
い
﹂
と
い
う
イ
ン
ド
政
府
の
言
質
を
︑
再
確
認
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
の
で

(
)

あ
る
︒

10

イ
ン
ド
の
核
開
発
は
︑
第
三
次
印
パ
戦
争
後
︑
国
土
が
半
減
し
た
パ
キ
ス
タ
ン
に
と
っ
て
自
国
の
安
全
保
障
を
脅
か
す
新
た
な
問
題

と
な
っ
た
︒
フ
ォ
ー
ド
政
権
は
イ
ン
ド
に
続
き
︑
パ
キ
ス
タ
ン
の
核
開
発
問
題
で
も
対
応
を
見
誤
り
︑
南
ア
ジ
ア
地
域
の
安
定
を
脅
か

す
事
態
を
避
け
る
必
要
が
あ

(
)

っ
た
︒
し
か
し
︑
ア
メ
リ
カ
の
思
惑
を
よ
そ
に
︑
パ
キ
ス
タ
ン
は
核
兵
器
開
発
に
邁
進
し
た
︒
ブ
ッ
ト
ー

11

首
相
は
︑
表
向
き
は
核
兵
器
開
発
を
否
定
し
︑
経
済
的
要
因
か
ら
原
子
力
発
電
の
必
要
性
を
説
き
︑
核
燃
料
再
処
理
施
設
の
建
設
交
渉

を
フ
ラ
ン
ス
と
︑
重
水
素
製
造
プ
ラ
ン
ト
の
建
設
交
渉
を
西
ド
イ
ツ
と
続

(
)

け
た
︒
む
ろ
ん
︑
パ
キ
ス
タ
ン
の
真
意
が
︑
イ
ン
ド
と
の
戦

12

略
バ
ラ
ン
ス
と
国
家
の
威
信
を
保
つ
た
め
︑
核
爆
弾
の
保
有
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
︒

一
九
七
六
年
の
大
統
領
選
を
控
え
た
フ
ォ
ー
ド
政
権
に
は
ま
た
︑
パ
キ
ス
タ
ン
の
核
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
で
︑
核
拡
散
問
題
に
対

す
る
カ
ー
タ
ー
か
ら
の
非
難
を
回
避
す
る
と
い
う
意
図
も
あ
っ
た
︒
核
開
発
疑
惑
の
あ
る
国
々
へ
の
軍
事
援
助
を
制
限
す
る
ア
メ
リ
カ

の
強
硬
姿
勢
は
︑
韓
国
︑
台
湾
等
に
対
し
て
功
を
奏
す
る
一
方
で
︑
禁
輸
措
置
の
期
間
の
長
い
パ
キ
ス
タ
ン
に
は
︑
効
力
が
弱
か
っ

た
︒
そ
こ
で
︑
フ
ォ
ー
ド
は
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
核
開
発
支
援
を
止
め
る
よ
う
︑
西
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
に
強
く
迫
っ
た
の
で
あ
る
︒
西

ド
イ
ツ
は
フ
ォ
ー
ド
政
権
の
圧
力
を
受
け
︑
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
交
渉
を
打
ち
切
っ
た
︒
こ
れ
に
対
し
︑
フ
ラ
ン
ス
は
ア
メ
リ
カ
の
圧
力

に
屈
せ
ず
︑
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
契
約
交
渉
を
継
続
し
︑
再
処
理
施
設
に
関
す
る
合
意
に
至

(
)

っ
た
︒
ア
メ
リ
カ
中
央
情
報
局
︵
C
entral

13

Intelligence
A
gency:C
IA
︶
の
国
家
評
価
室
︵
O
ffice
of
N
ational
E
stim
ates︶
が
作
成
し
た
﹁
特
別
国
家
情
報
評
価
︵
Special
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N
ationalIntelligence
E
stim
ates:SN
IE
︶
﹂
︵
一
九
七
五
年
一
二
月
︶
は
︑
パ
キ
ス
タ
ン
が
こ
の
ま
ま
核
開
発
を
進
め
た
場
合
︑
早
け
れ

ば
一
九
七
八
年
ま
で
に
核
を
開
発
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
の
厳
し
い
見
解
を
示

(
)

し
た
︒

14

一
九
七
六
年
二
月
に
は
︑
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
︑
パ
キ
ス
タ
ン
を
訪
問
し
︑
ブ
ッ
ト
ー
に
対
し
て
︑
核
開
発
を
断
念
す
る
よ
う
説
得

を
行

(
)

っ
た
︒
ブ
ッ
ト
ー
に
よ
る
と
︑
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
﹁
民
主
党
の
大
統
領
候
補
で
あ
る
カ
ー
タ
ー
は
︑
パ
キ
ス
タ
ン
の
核
問
題
に

15

対
し
て
︑
強
固
な
反
対
派
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
﹂
と
語
り
︑﹁
共
和
党
政
権
と
取
引
を
す
る
に
は
良
い
時
期
で
あ
る
﹂
と
説
い
た
の

で

(
)

あ
る
︒
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
戦
略
は
︑
Ａ
ー
�
爆
撃
機
を
含
む
対
イ
ン
ド
へ
の
攻
撃
能
力
を
向
上
さ
せ
る
武
器
の
給
与
と
い
う

16

﹁
飴
﹂
と
核
開
発
問
題
で
は
︑
厳
し
い
制
裁
措
置
を
取
る
民
主
党
大
統
領
の
危
険
性
と
い
う
﹁
鞭
﹂
を
使
い
分
け
︑
パ
キ
ス
タ
ン
の
核

兵
器
開
発
を
阻
止
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
︒
ブ
ッ
ト
ー
は
︑
七
六
年
の
選
挙
戦
前
に
核
問
題
で
譲
歩
を
示
し
︑
フ
ォ
ー
ド
政
権
と

の
軍
事
援
助
交
渉
を
進
め
る
べ
き
と
い
う
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
提
案
に
謝
意
を
示
し
な
が
ら
も
︑
パ
キ
ス
タ
ン
の
国
家
安
全
保
障
を
︑

﹁
ア
メ
リ
カ
の
手
に
委
ね
る
こ
と
は
で
き
な
い
﹂
と
指
摘
し
︑
核
放
棄
と
軍
事
援
助
の
取
引
を
拒
絶

(
)

し
た
︒
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
ブ
ッ

17

ト
ー
の
会
談
は
︑
南
ア
ジ
ア
地
域
の
安
定
の
た
め
︑
パ
キ
ス
タ
ン
の
核
開
発
を
容
認
で
き
な
い
ア
メ
リ
カ
と
イ
ン
ド
の
将
来
的
な
核
武

装
に
対
す
る
安
全
保
障
政
策
と
し
て
︑
核
兵
器
開
発
を
放
棄
で
き
な
い
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
﹁
交
渉
不
可
能
性
﹂
を
明
確
に
し
た
の
で
あ

る
︒(

︶

ジ
ミ
ー
・
カ
ー
タ
ー
︵
酒
向
克
郎
訳
︶﹃
な
ぜ
ベ
ス
ト
を
つ
く
さ
な
い
の
か

ピ
ー
ナ
ッ
ツ
農
夫
か
ら
大
統
領
へ
﹄︵
英
潮
社
︑
一
九
七
九
年
︶︑
一
七
三
頁
︒

7
︵

︶
Jack
A
nderson,A
nderson
P
apers︵
N
ew
Y
ork
R
andom
H
ouse,1973︶;H
usain
H
aqqani,M
agnificentD
elusions:P
akistan,T
he
U
nited
States,and

8A
n
E
pic
H
istory
ofM
isunderstanding︵
N
ew
Y
ork:Public
A
ffairs,2013︶,209-215;
溝
口
聡
﹁
ニ
ク
ソ
ン
＝
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
外
交
と
南
ア
ジ
ア

一
九
六
九

七
一
年

﹃
傾
斜
政
策
﹄
再
考
﹂﹃
立
教
法
学
﹄
第
八
四
号
︑
二
〇
一
二
年
︑
二
七
七

三
一
三
頁
︒
清
水
学
﹁
イ
ン
ド
外
交
と
ソ
連
・
ロ
シ
ア
﹂
秋
田
茂
・
水
島
司
編

﹃
現
代
南
ア
ジ
ア
�
﹄︵
東
京
大
学
出
版
会
︑
二
〇
〇
三
年
︶︑
一
四
四
頁
︒

︵

︶
吉
田
修
﹁
パ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
と
の
遭
遇
と
離
反
﹂
秋
田
茂
・
水
島
司
編
﹃
現
代
南
ア
ジ
ア
�
﹄︵
東
京
大
学
出
版
会
︑
二
〇
〇
三
年
︶︑
一
二
五
頁
︒

9
︵

︶
D
ennis
K
ux,E
stranged
D
em
ocracies:India
and
the
U
nited
States︵
H
onolulu:U
niversity
Press
ofthe
Pacific,2002︶,328-329;PaulF
.Pow
er,

10
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qT
he
Indo-A
m
erican
N
uclear
C
ontroversy,”
A
sian
Survey
V
ol.19,N
o.9︵
Jun
1979︶,577.

︵

︶
H
aqqani,ibid.,208;K
ux,T
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U
nited
States
and
P
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1947-2000,op.cit.,218;
武
田
悠
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経
済
大
国
﹂
日
本
の
対
米
協
調

安
保
・
経
済
・
原
子
力

11を
め
ぐ
る
試
行
錯
誤
︑
一
九
七
五

一
九
八
一
年
﹄︵
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
︑
二
〇
一
五
年
︶︑
一
四
七

一
五
一
頁
︒

︵

︶
R
ajendra
K
.Jain,ed.,U
S-South
A
sian
R
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1947-1982,V
ol.2︵
A
tlantic
H
ighlands:H
um
anities
Press,1983︶,353.

12
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13
︵

︶
M
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N
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w
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M
em
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FR
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S
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ol.E
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South
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ent
189.

︵

︶
R
afiR
aza,Zulfilar
A
liB
hutto
and
P
akistan
1967-1977
︵
K
arachi:O
xford
U
niversity
Press,1997︶,244.

16
︵

︶
M
edia
R
eaction,A
ugust
10,1976,N
uclear
N
on-Proliferation,N
P01483,D
igitalN
ationalSecurity
A
rchives︵
D
N
SA
︶;Jack
A
nderson
&
Les

17W
hitten,qK
issinger̓s
prom
ise
to
Pakistan,”
T
he
W
ashington
P
ost,A
pril
12,1977;K
ux,T
he
U
nited
States
and
P
akistan
1947-2000,op.cit.,

223-224.
二

カ
ー
タ
ー
政
権
の
登
場

一
九
七
七
年
一
月
に
大
統
領
に
就
任
し
た
カ
ー
タ
ー
は
︑
選
挙
期
間
中
か
ら
核
の
拡
散
に
対
す
る
危
険
性
を
説
い
て
い
た
︒
海
軍
の

技
術
士
官
と
し
て
原
子
力
潜
水
艦
の
開
発
計
画
に
携
わ
り
︑
原
子
力
事
故
の
処
理
中
に
被
爆
し
た
経
験
の
あ
る
カ
ー
タ
ー
は
︑
歴
代
の

大
統
領
の
内
︑
最
も
核
に
関
す
る
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
有
す
る
人
物
で
あ

(
)

っ
た
︒
カ
ー
タ
ー
は
︑
歴
代
大
統
領
と
は
異
な
り
︑
発
展

18

途
上
国
内
の
原
子
力
の
平
和
利
用
と
核
不
拡
散
を
︑
別
個
の
問
題
と
は
捉
え
な
か
っ
た
︒
一
九
七
六
年
六
月
︑
カ
ー
タ
ー
は
国
際
連
合

総
会
演
説
に
お
い
て
︑
自
身
の
核
不
拡
散
に
関
す
る
見
解
を
示
し
︑﹁
原
子
炉
の
拡
散
は
︑
多
く
の
国
へ
の
核
兵
器
の
拡
散
を
意
味
す

る
で
あ
ろ
う
﹂
と
語

(
)

っ
た
︒

19

原
子
力
関
連
技
術
の
輸
出
と
核
兵
器
の
拡
散
を
結
び
つ
け
る
カ
ー
タ
ー
政
権
の
新
方
針
は
︑
フ
ラ
ン
ス
︑
西
ド
イ
ツ
︑
イ
ギ
リ
ス
︑
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ベ
ル
ギ
ー
と
い
っ
た
西
欧
諸
国
か
ら
の
技
術
援
助
を
通
じ
て
︑
核
兵
器
開
発
を
試
み
る
パ
キ
ス
タ
ン
に
は
︑
深
刻
な
問
題
で
あ
っ
た
︒

ブ
ッ
ト
ー
は
直
ぐ
に
︑﹁
パ
キ
ス
タ
ン
国
民
を
説
得
で
き
る
軍
事
援
助
︑
経
済
援
助
︑
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
が
︑
提
示
さ
れ
る
﹂
の
で
あ

れ
ば
︑
核
問
題
に
つ
い
て
︑
交
渉
す
る
準
備
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
︒
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
国
務
省
副
長
官
は
︑
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
取

引
材
料
と
し
て
︑
軍
事
援
助
︑
経
済
援
助
︑
原
子
炉
に
代
わ
る
燃
料
の
供
給
と
︑
フ
ラ
ン
ス
へ
の
金
銭
的
補
償
の
四
点
の
必
要
性
を
︑

カ
ー
タ
ー
に
説

(
)

い
た
︒
カ
ー
タ
ー
は
︑
ブ
ッ
ト
ー
と
の
外
交
交
渉
に
よ
る
核
開
発
問
題
解
決
の
道
を
模
索
す
る
一
方
で
︑
人
道
的
見
地

20

か
ら
核
兵
器
の
放
棄
と
兵
器
供
与
の
取
引
に
は
︑
消
極
的
で
あ
っ
た
︒
七
七
年
六
月
︑
カ
ー
タ
ー
政
権
は
︑
フ
ォ
ー
ド
政
権
が
保
留
し

て
い
た
Ａ
︱
�
爆
撃
機
に
関
す
る
交
渉
を
正
式
に
打
ち
切
っ
た
︒

カ
ー
タ
ー
は
ま
た
︑
パ
キ
ス
タ
ン
に
融
和
的
な
態
度
が
︑
議
会
の
反
発
を
招
く
こ
と
も
危
惧
し
た
︒
高
性
能
な
通
常
兵
器
の
売
買

は
︑
地
域
紛
争
の
危
険
性
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
︑
海
外
で
の
ア
メ
リ
カ
の
評
判
を
落
と
す
行
為
で
あ
る
と
し
て
︑
ア
メ
リ
カ
議
会
の

関
心
を
集
め
て

(
)

い
た
︒
カ
ー
タ
ー
は
兵
器
売
買
に
否
定
的
な
議
員
に
対
し
︑﹁
ア
メ
リ
カ
は
︑
他
の
地
域
に
高
性
能
兵
器
を
︑
最
初
に

21

提
供
す
る
国
と
は
な
ら
な
い
﹂
と
言
明
し
︑
賛
意
を
示

(
)

し
た
︒
ア
メ
リ
カ
議
会
は
ま
た
︑
フ
ォ
ー
ド
政
権
期
か
ら
パ
キ
ス
タ
ン
の
核
問

22

題
に
批
判
的
で
あ
り
︑
Ｎ
Ｐ
Ｔ
条
約
に
調
印
せ
ず
︑
ウ
ラ
ン
濃
縮
機
器
や
そ
の
技
術
を
輸
入
す
る
国
に
対
し
て
︑
い
か
な
る
援
助
も
禁

止
す
る
﹁
グ
レ
ン
＝
サ
イ
ミ
ン
ト
ン
修
正
条
項
﹂
を
可
決
し
て
い
た
︒
カ
ー
タ
ー
政
権
は
こ
の
条
項
を
援
用
し
て
︑
パ
キ
ス
タ
ン
へ
制

裁
を
課
す
こ
と
も
検
討
し
て

(
)

い
た
︒

23

カ
ー
タ
ー
政
権
が
ブ
ッ
ト
ー
に
対
し
︑
厳
し
い
武
器
禁
輸
措
置
を
迫
っ
た
背
景
に
は
︑
南
ア
ジ
ア
地
域
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢
の
変

化
も
あ
っ
た
︒
第
一
に
︑
ソ
連
は
︑
七
一
年
の
第
三
次
印
パ
戦
争
以
降
︑
ア
メ
リ
カ
と
の
イ
ン
ド
洋
の
軍
備
管
理
に
協
調
的
で
あ
り
︑

カ
ー
タ
ー
が
禁
輸
措
置
を
取
っ
た
場
合
で
も
︑
印
パ
の
緊
張
を
高
め
る
よ
う
な
軍
事
援
助
を
行
う
可
能
性
は
少
な
か

(
)

っ
た
︒
第
二
に
︑

24

カ
ー
タ
ー
は
︑
米
中
接
近
で
﹁
パ
キ
ス
タ
ン
・
チ
ャ
ン
ネ
ル
﹂
を
利
用
し
た
共
和
党
政
権
と
は
異
な
り
︑
パ
キ
ス
タ
ン
を
支
援
す
る
明

確
な
必
要
性
が
な
か
っ
た
︒
ア
メ
リ
カ
が
パ
キ
ス
タ
ン
を
重
視
す
る
理
由
は
︑
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
ソ
連
の
軍
事
干
渉
や
イ
ラ
ン
革
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命
が
起
こ
ら
な
け
れ
ば
︑
殆
ど
な
か
っ
た
と
言
え
る
︒
こ
れ
ら
の
要
因
が
︑
冷
戦
期
に
最
も
落
ち
込
ん
だ
状
態
と
呼
ば
れ
る
カ
ー
タ
ー

政
権
期
の
米
パ
関
係
の
一
助
と
な
る
の
で
あ
る
︒

(
︶
Peter
G
.B
ourne,Jim
m
y
C
arter:A
C
om
prehensive
B
iography
from
P
lains
to
P
ost-P
residency︵
N
ew
Y
ork:Scribner,1997︶,11-32.

18
︵

︶
Jam
es
M
ichaelM
artinez,qT
he
C
arter
A
dm
inistration
and
the
E
volution
ofA
m
erican
N
uclear
N
onproliferation
Policy,1977-1981,”
Journalof

19P
olicy
H
istory,V
ol.14,N
o.3,2002,272-274.

︵

︶
A
cting
Secretary
of
State
W
arren
C
hristopher
to
the
President,
A
pril
2,
1977,
qT
he
N
uclear
V
ault,”
op.
cit.,
http://w
w
w
.gw
u.

20edu/~
nsarchiv/nukevault/ebb333/doc02.pdf

︵

︶
K
aufm
an,op.cit.,48.

21
︵

︶
T
o
C
ongressm
an
D
ale
M
ilford,B
ox
F
o-31,W
hite
H
ouse
C
entralF
iles,Jim
m
y
C
arter
Library
︵
JC
L
︶,A
tlanta.

22
︵

︶
W
irsing,op.cit.,9.

23
︵

︶
M
em
orandum
F
rom
the
E
xecutive
Secretary
ofthe
D
epartm
entofState︵
T
arnoff︶
to
the
President̓s
A
ssistantfor
N
ationalSecurity
A
ffairs

24︵
B
rzezinski︶,June
28
1977,F
R
U
S,197701980,vol.1,201.

三

人
権
外
交
と
パ
キ
ス
タ
ン

核
兵
器
開
発
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
と
パ
キ
ス
タ
ン
の
確
執
は
︑
カ
ー
タ
ー
の
掲
げ
る
人
権
問
題
と
重
な
り
︑
次
第
に
そ
の
範
囲
を
広

げ
て
い
っ
た
︒
カ
ー
タ
ー
政
権
は
︑
各
国
の
人
権
問
題
に
関
す
る
取
組
と
改
善
状
況
に
つ
い
て
︑
毎
年
報
告
書
を
作
成
し
︑
定
期
的
に

公
表
し
た
︒
こ
う
し
た
報
告
書
は
︑
各
国
の
人
権
侵
害
の
状
況
を
画
一
的
な
指
標
で
評
価
す
る
問
題
点
が
あ
る
も
の
の
︑
パ
キ
ス
タ
ン

の
人
権
問
題
を
︑
ア
メ
リ
カ
国
民
に
知
ら
せ
る
媒
体
と
し
て
︑
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
︒
や
が
て
︑
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
の
人
権
弾
圧

は
︑
カ
ー
タ
ー
政
権
に
と
っ
て
︑
看
過
で
き
な
い
問
題
へ
と
発
展

(
)

し
た
︒

25

一
九
七
七
年
三
月
の
議
会
選
挙
に
勝
利
し
た
後
︑
ブ
ッ
ト
ー
の
国
政
は
︑
権
威
主
義
的
な
性
格
を
強
め
て
い
っ
た
︒
ブ
ッ
ト
ー
は
︑
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選
挙
の
不
正
を
訴
え
る
反
対
政
党
︑
パ
キ
ス
タ
ン
国
民
同
盟
︵
Pakistan
N
ationalA
lliance:PN
A
︶
の
支
持
者
数
千
人
を
︑
治
安
維

持
の
名
目
で
投
獄
し
︑
カ
ラ
ー
チ
ー
︑
ラ
ー
ホ
ー
ル
︑
ハ
イ
ダ
ラ
ー
バ
ー
ド
に
戒
厳
令
を
布
い
た
︒
ブ
ッ
ト
ー
の
反
対
派
は
︑
パ
キ
ス

タ
ン
政
府
に
よ
る
市
民
弾
圧
の
実
情
を
︑
国
際
世
論
に
訴
え
た
︒
パ
キ
ス
タ
ン
警
察
が
︑
女
性
と
子
供
に
対
し
て
催
涙
ガ
ス
を
使
用
し

て
い
る
と
の
報
告
を
受
け
た
カ
ー
タ
ー
政
権
は
︑
一
九
七
七
年
四
月
︑
催
涙
ガ
ス
を
含
む
殺
傷
性
の
低
い
兵
器
の
禁
輸
を
公
表
し
た
︒

国
務
省
は
︑
今
回
の
措
置
の
理
由
を
︑
ア
メ
リ
カ
が
﹁
抑
圧
的
な
政
権
﹂
を
支
援
し
て
い
る
と
の
印
象
を
与
え
る
行
為
は
︑
人
権
外
交

の
原
則
と
矛
盾
す
る
た
め
だ
と
説
明

(
)

し
た
︒

26

核
開
発
問
題
︑
禁
輸
措
置
︑
人
権
問
題
で
厳
し
い
締
め
つ
け
を
受
け
た
ブ
ッ
ト
ー
は
︑
カ
ー
タ
ー
政
権
へ
の
不
満
を
公
言
す
る
よ
う

に
な
っ
た
︒
ブ
ッ
ト
ー
は
︑
非
殺
傷
兵
器
の
禁
輸
措
置
の
公
表
を
受
け
︑﹁
反
対
派
が
Ｃ
Ｉ
Ａ
か
ら
受
け
取
っ
た
二
五
〇
〇
万
ド
ル
が
︑

我
々
の
パ
キ
ス
タ
ン
人
民
党
︵
Pakistan
People̓
s
Party:PPP
︶
に
︑
流
れ
て
い
た
ら
︑
も
っ
と
人
権
問
題
に
つ
い
て
憂
慮
す
る
こ
と

が
で
き
た
﹂
と
述
べ
︑
カ
ー
タ
ー
政
権
へ
の
不
信
感
を
表
明
し
た
︒
さ
ら
に
ブ
ッ
ト
ー
は
︑
国
会
の
場
で
︑﹁
外
国
政
府
﹂
が
︑
Ｐ
Ｎ

Ａ
の
抗
議
行
動
を
扇
動
し
て
い
る
と
の
演
説
を
行
い
︑
ア
メ
リ
カ
か
ら
核
兵
器
開
発
の
疑
惑
を
持
た
れ
て
い
る
自
分
は
︑
監
視
さ
れ
て

い
る
と
語
り
︑
パ
キ
ス
タ
ン
国
内
の
反
米
感
情
を
煽
(
)

っ
た
︒

27

カ
ー
タ
ー
政
権
は
︑
ブ
ッ
ト
ー
の
人
権
弾
圧
を
懸
念
す
る
一
方
で
︑
反
対
派
に
与
す
る
と
い
う
意
図
は
な
か
っ
た
︒
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
分
析

に
よ
る
と
︑
Ｐ
Ｐ
Ｐ
と
Ｐ
Ｎ
Ａ
の
間
に
は
︑
核
開
発
や
武
器
供
与
問
題
に
対
す
る
見
解
の
相
違
が
ほ
と
ん
ど
な
く
︑
次
の
議
会
選
挙
で

Ｐ
Ｎ
Ａ
政
権
が
誕
生
し
た
場
合
で
も
︑
パ
キ
ス
タ
ン
の
外
交
政
策
が
大
き
く
変
化
す
る
見
込
み
は
な
か

(
)

っ
た
︒
ブ
ッ
ト
ー
の
度
重
な
る

28

批
判
を
受
け
︑
ヴ
ァ
ン
ス
国
務
長
官
は
す
ぐ
に
﹁
ア
メ
リ
カ
が
パ
キ
ス
タ
ン
に
内
政
干
渉
し
て
い
る
と
の
主
張
﹂
は
︑
明
ら
か
な
間
違

い
で
あ
り
︑﹁
長
く
友
好
関
係
を
維
持
し
て
き
た
米
パ
は
︑
お
互
い
の
関
係
を
損
ね
る
よ
う
な
発
言
を
︑
控
え
る
べ
き
で
あ
る
﹂
と
の

意
見
書
を
︑
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
に
送
付
し
た
︒
対
す
る
ブ
ッ
ト
ー
は
︑
カ
ー
タ
ー
政
権
か
ら
の
要
望
を
無
視
し
︑﹁
ア
メ
リ
カ
か
ら
の

内
政
干
渉
﹂
と
い
う
手
札
を
︑
Ｐ
Ｎ
Ａ
と
の
争
い
に
利
用
し
た
︒
パ
キ
ス
タ
ン
駐
在
代
理
大
使
で
あ
っ
た
ピ
ー
タ
ー
・
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
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︵
Peter
D
.C
onstable︶
に
よ
る
と
︑
ブ
ッ
ト
ー
は
︑
ラ
ー
ワ
ル
ピ
ン
デ
ィ
ー
地
方
の
支
持
者
の
前
で
︑
ヴ
ァ
ン
ス
か
ら
の
書
簡
に
触

れ
︑
﹁
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
謝
罪
を
受
け
た
﹂
と
偽
の
情
報
を
伝
え
て

(
)

い
た
︒
国
務
省
か
ら
の
厳
重
な
抗
議
を
受
け
︑
ブ
ッ
ト
ー
は
流
言

29

を
控
え
る
一
方
で
︑
カ
ー
タ
ー
政
権
が
Ｐ
Ｎ
Ａ
を
支
援
し
て
い
る
と
い
う
主
張
を
撤
回
し
な
か

(
)

っ
た
︒
そ
れ
で
も
米
パ
両
国
は
︑
ヴ
ァ

30

ン
ス
国
務
長
官
と
ア
フ
マ
ド
外
相
が
︑
一
九
七
七
年
五
月
末
に
パ
リ
で
会
談
し
︑
パ
キ
ス
タ
ン
国
内
の
反
米
感
情
の
鎮
静
化
に
向
け

て
︑
協
力
す
る
必
要
性
を
確
認
す
る
な
ど
︑
緊
張
緩
和
に
努
め
て

(
)

い
た
︒
と
こ
ろ
が
︑
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
︑
一
ヵ
月
後
の
軍
事
ク

31

ー
デ
タ
に
よ
り
︑
頓
挫
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
︒

一
九
七
七
年
七
月
五
日
︑
ジ
ヤ
ー
陸
軍
大
将
の
率
い
る
将
校
団
が
戒
厳
令
を
布
き
︑
ブ
ッ
ト
ー
首
相
と
Ｐ
Ｐ
Ｐ
と
Ｐ
Ｎ
Ａ
の
主
要
な

政
治
家
を
︑
自
宅
に
軟
禁
し
た
︒﹁
フ
ェ
ア
・
プ
レ
イ
作
戦
﹂
と
名
付
け
ら
れ
た
軍
事
ク
ー
デ
タ
は
︑
ブ
ッ
ト
ー
に
Ｐ
Ｎ
Ａ
と
の
合
意

を
迫
り
︑
国
内
の
政
治
闘
争
の
終
結
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
︒
無
血
に
終
わ
っ
た
こ
の
軍
事
ク
ー
デ
タ
が
︑
後
に
﹁
パ
キ
ス
タ

ン
の
暗
黒
の
日
﹂
と
呼
ば
れ
︑
十
年
に
及
ぶ
ジ
ヤ
ー
政
権
の
人
権
弾
圧
の
幕
開
け
と
な
る
と
予
想
す
る
も
の
は
︑
殆
ど
い
な
か
っ
た
︒

ジ
ヤ
ー
は
軟
禁
状
態
に
あ
る
ブ
ッ
ト
ー
に
敬
意
を
払
い
︑
彼
の
首
相
権
限
も
剝
奪
で
は
な
く
︑
一
時
停
止
と
い
う
状
態
に
置
い
て
い
た

か
ら
で

(
)

あ
る
︒

32

軍
事
ク
ー
デ
タ
の
一
報
を
受
け
た
ア
メ
リ
カ
政
府
は
︑
政
治
的
不
介
入
の
立
場
を
取
っ
た
︒
Ｃ
Ｉ
Ａ
は
当
初
︑
軍
が
政
治
闘
争
に
対

処
す
る
こ
と
が
で
き
ず
︑
権
限
を
文
民
に
譲
渡
す
る
と
判
断

(
)

し
た
︒
ジ
ヤ
ー
将
軍
は
︑
ク
ー
デ
タ
の
二
週
間
後
︑
軟
禁
状
態
に
あ
っ
た

33

ブ
ッ
ト
ー
と
他
の
政
治
家
た
ち
を
解
放
し
︑
ア
メ
リ
カ
政
府
に
民
主
化
へ
の
移
行
プ
ロ
セ
ス
を
︑
着
実
に
進
め
て
い
る
と
の
印
象
を
与

え
た
︒
国
務
省
は
︑
軍
事
政
権
が
﹁
人
権
問
題
に
お
い
て
︑
重
大
な
進
歩
﹂
を
遂
げ
て
い
る
と
の
声
明
を
発
表

(
)

し
た
︒
だ
が
︑
パ
キ
ス

34

タ
ン
の
民
主
化
は
︑
カ
ー
タ
ー
政
権
が
期
待
し
た
通
り
に
は
進
ま
な
か
っ
た
︒

解
放
さ
れ
た
ブ
ッ
ト
ー
は
︑
即
座
に
ジ
ヤ
ー
の
戒
厳
令
を
非
難
し
︑
カ
ラ
ー
チ
ー
と
ラ
ー
ホ
ー
ル
で
熱
狂
的
な
支
持
を
集
め
た
︒
ブ

ッ
ト
ー
の
人
気
の
高
ま
り
は
︑
ジ
ヤ
ー
の
想
像
以
上
で
あ
り
︑
軍
事
暫
定
政
権
に
脅
威
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
︒
ブ
ッ
ト
ー
の
報
復
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を
危
惧
し
た
ジ
ヤ
ー
は
︑
元
首
相
の
排
除
を
決
意
し
た
︒
一
九
七
七
年
九
月
︑
ジ
ヤ
ー
は
ブ
ッ
ト
ー
を
殺
人
容
疑
で
逮
捕
し
た
︒
そ
の

約
一
か
月
後
︑
軍
事
暫
定
政
権
は
︑
国
内
の
政
治
的
混
乱
を
理
由
に
︑
選
挙
の
延
期
を
宣
言
し
た
︒
ジ
ヤ
ー
に
よ
る
と
︑
選
挙
を
予
定

通
り
行
っ
た
場
合
︑
Ｐ
Ｎ
Ａ
は
安
定
し
た
政
治
運
営
が
で
き
ず
︑
ブ
ッ
ト
ー
が
政
権
に
返
り
咲
く
危
険
性
が
あ

(
)

っ
た
︒
ジ
ヤ
ー
は
︑
選

35

挙
の
開
催
時
期
に
つ
い
て
明
言
を
避
け
な
が
ら
︑
戒
厳
令
を
八
年
間
続
け
て
い
く
の
で
あ
る
︒

ジ
ヤ
ー
政
権
に
よ
る
民
主
化
へ
の
公
約
の
反
故
は
︑
米
パ
関
係
の
新
た
な
問
題
点
と
な
っ
た
︒
た
だ
し
︑
ジ
ヤ
ー
は
ブ
ッ
ト
ー
と
は

異
な
り
︑
ア
メ
リ
カ
に
対
し
︑
控
え
目
な
言
動
を
取
り
︑
カ
ー
タ
ー
政
権
か
ら
の
厳
し
い
非
難
を
受
け
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
︒
ブ
レ

ジ
ン
ス
キ
ー
は
︑﹁
ブ
ッ
ト
ー
が
即
座
に
処
刑
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
﹂
と
の
見
解
に
疑
問
を
呈
し
︑
ジ
ヤ
ー
政
権
へ
の
非
難
声
明
に

否
定
的
で
あ

(
)

っ
た
︒
カ
ー
タ
ー
政
権
内
で
は
︑
ブ
ッ
ト
ー
の
処
遇
に
注
視
し
つ
つ
︑
事
態
を
静
観
す
る
方
針
が
固
ま
っ
て
い
た
︒
し
か

36

し
︑
こ
う
し
た
小
康
状
態
は
︑
一
九
七
八
年
三
月
︑
ラ
ー
ホ
ー
ル
裁
判
所
が
ブ
ッ
ト
ー
の
死
刑
判
決
を
下
す
ま
で
の
約
半
年
し
か
続
か

な
か
っ
た
︒
死
刑
判
決
の
一
報
を
受
け
︑
カ
ー
タ
ー
は
ジ
ヤ
ー
宛
に
︑﹁
赦
免
﹂
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
書
簡
を
送
っ
た
︒
こ
れ
に
対

し
︑
ジ
ヤ
ー
は
裁
判
所
判
決
の
正
当
性
を
挙
げ
︑
死
刑
を
執
行
す
る
と
返
答

(
)

し
た
︒
嘆
願
書
を
無
視
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
政
府
内
で
は
︑

37

ジ
ヤ
ー
政
権
の
転
覆
計
画
ま
で
議
論
さ
れ
た
も
の
の
︑
死
刑
を
阻
止
す
る
有
効
な
手
段
を
︑
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
︒
ブ
ッ
ト

ー
支
持
者
達
は
死
刑
判
決
を
受
け
︑
軍
事
政
権
へ
の
抗
議
行
動
を
拡
大
し
た
︒
対
す
る
ジ
ヤ
ー
は
︑
厳
し
い
弾
圧
を
加
え
た
︒
一
九
七

九
年
四
月
︑
ブ
ッ
ト
ー
が
処
刑
さ
れ
る
ま
で
に
︑
ジ
ヤ
ー
は
政
治
活
動
の
禁
止
︑
軍
事
法
廷
の
権
限
拡
大
︑
言
論
の
自
由
の
弾
圧
を
行

い
︑
独
裁
的
な
体
制
を
築
い
て
い
っ
た
︒
国
務
省
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
グ
ル
ー
プ
は
︑
パ
キ
ス
タ
ン
の
人
権
侵
害
を
深
刻
な
事
態
だ

と
認
識
し
︑
経
済
援
助
政
策
の
見
直
し
を
提
起

(
)

し
た
︒
カ
ー
タ
ー
は
︑
パ
キ
ス
タ
ン
に
対
し
て
︑
再
び
人
権
と
核
問
題
と
い
う
二
つ
の

38

側
面
か
ら
対
応
を
迫
ら
れ
る
の
で
あ
る
︒

︵

︶
例
え
ば
︑
政
府
は
南
ア
フ
リ
カ
の
人
権
問
題
を
︑
パ
キ
ス
タ
ン
よ
り
も
深
刻
と
み
な
す
の
か
十
分
な
説
明
が
で
き
な
か
っ
た
︒
A
hm
ad,op.cit.,61;H
um
an

25
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R
ights
in
Pakistan,Press
B
riefing,M
arch
1978,B
ox
56,R
G
59,G
eneralR
ecords
ofthe
D
epartm
entofState,R
ecord
ofD
eputy
Secretary
ofState

W
arren
C
hristopher,N
ationalA
rchives︵
N
A
︶,C
ollege
Park.

︵

︶
N
ationalIntelligence
D
aily
C
able,A
pril23,1977,C
IA
D
eclassified
D
ocum
ents
D
atabase,N
A
;A
hm
ad,op.cit.,61.

26
︵

︶
Lew
is
M
.Sim
ons,qPakistan,Spurred
by
T
ear
G
as
D
ecision,Seen
R
econsidering
T
ies
to
U
.S.,”
T
he
W
ashington
P
ost,A
pril27,1977;Lew
is
M
.

27Sim
on,qPakistan
O
utraged:B
hutto
Says
U
.S.Is
T
rying
to
O
ust
H
im
,”
T
he
W
ashington
P
ost,A
pril29,1977.

︵

︶
T
he
Pakistan
N
ationalA
lliance
Participants
and
Prospects,A
ugust
1977,C
IA
D
eclassified
D
ocum
ents
D
atabase,N
A
.

28
︵

︶
Peter
D
.
C
onstable
O
ral
H
istory,
A
ssociation
for
D
iplom
atic
Studies
and
T
raining
︵
A
D
ST
︶,
A
rlington,
http://m
em
ory.loc.gov/cgi-

29bin/query/D
?m
fdip:3:./tem
p/~
am
m
em
_G
Q
3e;Jain,op.cit.,368.

︵

︶
K
halid
M
ahm
ud
A
rif,W
orking
w
ith
Zia:P
akistan’s
P
ow
er
P
olitics
1977-1988
︵
K
arachi:O
xford
U
niversity
Press,1995︶,77-78.

30
︵

︶
K
ux,T
he
U
nited
States
and
P
akistan
1947-2000,op.cit.,231.

31
︵

︶
R
aza,op.cit.,367;Law
rence
Ziring,P
akistan
in
the
T
w
entieth
C
entury:P
oliticalH
istory︵
K
arachi:O
xford
U
niversity
Press,1997︶,423.

32
︵

︶
N
ationalIntelligence
D
aily
C
able,July
19,1977,C
IA
D
eclassified
D
ocum
ents
D
atabase,N
A
;C
onstable,oralhistory.

33
︵

︶
qU
.S.Says
Som
e
A
sian
N
ations
Im
proved
H
um
an
R
ights,”
T
he
C
hristian
Science
M
onitor,F
ebruary
28,1978;A
ddress
by
the
D
eputy

34Secretary
ofState︵
C
hristopher︶,F
ebruary
13,1978,F
R
U
S,vol.1,335.

︵

︶
R
aza,op.cit.,368;N
ationalIntelligence
D
aily
C
able,O
ctober
3,1977,C
IA
D
eclassified
D
ocum
ents
D
atabase,N
A
.

35
︵

︶
M
em
orandum
from
T
hom
as
P.T
hornton
to
Zbigniew
B
rzezinski,Septeber
7,1977,B
ox
C
o
48,W
hite
H
ouse
C
entralF
iles,JC
L,A
tlanta.

36
︵

︶
Jim
m
y
C
arter,W
hite
H
ouse
D
iary︵
N
ew
Y
ork:Picador,2010︶,309;qT
im
e
O
ut
for
B
hutto,”
W
all
Street
Journal,M
arch
28,1978;R
obert

37T
rum
bull,qC
ourt
Supports
D
eath
Sentence
In
B
hutto
C
ase,”
N
ew
Y
ork
T
im
es,F
ebruary
6,1979.

︵

︶
N
ationalIntelligence
D
aily
C
able,M
arch
2,1978,C
IA
D
eclassified
D
ocum
ents
D
atabase,N
A
;H
um
an
R
ights
R
eview
,O
ctober
13,1978,ibid..

38

四

ジ
ヤ
ー
政
権
の
核
開
発
問
題
と
カ
ー
タ
ー
政
権
の
対
応

ブ
ッ
ト
ー
と
敵
対
関
係
に
あ
る
ジ
ヤ
ー
は
︑
核
政
策
に
関
し
て
は
前
政
権
の
路
線
を
全
面
的
に
踏
襲
し
た
︒
ジ
ヤ
ー
は
ク
ー
デ
タ
直

後
の
記
者
会
見
で
︑﹁
核
燃
料
再
処
理
施
設
は
︑
も
は
や
党
派
の
問
題
で
は
な
く
︑
国
家
問
題
で
あ
る
﹂
と
語
り
︑
﹁
前
政
権
が
始
め
た

交
渉
は
︑
私
が
持
続
す
る
﹂
と
言
明

(
)

し
た
︒
カ
ー
タ
ー
政
権
は
︑
フ
ラ
ン
ス
と
の
契
約
交
渉
を
続
け
る
軍
事
政
権
を
牽
制
す
べ
く
︑
ジ

39
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ョ
セ
フ
・
ナ
イ
︵
Joseph
N
ye,Jr.︶
安
全
保
障
・
科
学
技
術
担
当
国
務
次
官
補
を
︑
イ
ス
ラ
マ
ー
バ
ー
ド
に
派
遣
し
た
︒
一
九
七
七
年

九
月
︑
ナ
イ
は
﹁
パ
キ
ス
タ
ン
が
︑
フ
ラ
ン
ス
と
の
核
燃
料
再
処
理
施
設
の
契
約
に
︑
こ
の
ま
ま
固
執
す
る
の
で
あ
れ
ば
︑
ア
メ
リ
カ

は
経
済
援
助
を
停
止
す
る
だ
ろ
う
﹂
と
の
見
解
を
示

(
)

し
た
︒

40

カ
ー
タ
ー
政
権
は
︑
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
経
済
制
裁
を
示
唆
す
る
一
方
で
︑
そ
の
効
力
の
弱
さ
を
自
覚
し
て
い
た
︒
七
〇
年
代
の
パ
キ

ス
タ
ン
の
対
米
依
存
度
は
︑
六
〇
年
代
に
比
べ
︑
著
し
く
低
下
し
て
お
り
︑
核
開
発
計
画
の
見
直
し
を
迫
れ
る
程
で
は
な
か
っ
た
︒
カ

ー
タ
ー
自
身
は
︑
人
道
的
理
由
か
ら
経
済
制
裁
に
は
︑
慎
重
な
対
応
が
必
要
と
考
え
て
い
た
︒
そ
の
た
め
︑
国
務
省
は
経
済
制
裁
が
解

除
さ
れ
た
後
︑
速
や
か
に
支
援
が
再
開
で
き
る
方
法
も
︑
同
時
に
検
討
し
て

(
)

い
た
︒
国
務
省
の
近
東
・
南
ア
ジ
ア
局
は
︑
ジ
ヤ
ー
政
権

41

の
意
向
を
変
え
る
よ
り
も
︑
フ
ラ
ン
ス
に
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
合
意
を
破
棄
さ
せ
る
方
が
︑
現
実
的
で
あ
る
と
進
言
し
た
︒
近
東
・
ア
ジ

ア
局
は
︑
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
︑
ジ
ヤ
ー
が
経
済
的
要
因
か
ら
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
求
め
て
い
な
い
と
説
得
す
る
の
は
可
能
だ
と
判
断
し
た

の
で
あ
る
︒
こ
の
分
析
は
当
を
得
な
い
で
は
な
か
っ
た
︒
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
︑
数
か
月
間
の
協
議
を
通
じ
て
︑
ア
メ
リ
カ
の
主
張
に
も

一
定
の
理
解
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
︒
一
九
七
八
年
一
月
︑
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
最
終
的
に
︑
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
契
約
の
一
部
を
修
正

し
︑
ジ
ヤ
ー
政
権
に
対
し
︑
原
子
炉
内
で
核
燃
料
の
生
成
は
可
能
で
あ
る
一
方
で
︑
核
爆
弾
の
製
造
は
で
き
な
い
﹁
共
回
収
法
﹂

︵
C
oprocessing
︶
を
︑
核
燃
料
再
処
理
施
設
に
適
用
す
る
と
通
達

(
)

し
た
︒

42

パ
キ
ス
タ
ン
外
務
省
は
︑
フ
ラ
ン
ス
修
正
案
へ
の
拒
否
を
言
明
し
︑
七
六
年
に
締
結
し
た
当
初
の
合
意
の
尊
守
を
求
め
た
︒
二
月
に

は
︑
ジ
ヤ
ー
が
パ
キ
ス
タ
ン
を
訪
れ
た
フ
ラ
ン
ス
人
技
術
者
に
対
し
︑
改
め
て
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
の
見
解
を
提
示
し
た
︒
パ
キ
ス
タ
ン

側
の
主
張
に
よ
る
と
︑﹁
七
六
年
の
合
意
に
は
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
︑
定
め
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
悪
用
を
防
止
す
る
全
て
の
規
約
が
含
ま
れ
﹂︑

修
正
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
︒
半
年
間
に
渡
る
交
渉
の
末
︑
フ
ラ
ン
ス
は
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
合
意
を
破
棄

(
)

し
た
︒

43

ア
メ
リ
カ
の
介
入
に
よ
り
︑
フ
ラ
ン
ス
と
の
取
引
が
失
敗
し
た
ジ
ヤ
ー
政
権
は
︑
国
際
社
会
の
監
視
を
避
け
な
が
ら
︑
極
秘
裏
に
核

開
発
を
続
け
た
︒
一
九
七
八
年
初
夏
︑
パ
キ
ス
タ
ン
が
ウ
ラ
ン
濃
縮
に
関
す
る
機
器
を
︑
ス
イ
ス
と
イ
ギ
リ
ス
の
企
業
か
ら
入
手
し
た
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こ
と
が
︑
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
よ
り
明
ら
か
と
な

(
)

っ
た
︒
中
国
の
予
想
で
は
︑
パ
キ
ス
タ
ン
は
︑
既
に
核
弾
頭
に
必
要
な
量
の
三
分
の
一

44

以
上
の
放
射
性
同
位
体
を
︑
生
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

(
)

っ
た
︒
ジ
ヤ
ー
政
権
が
ウ
ラ
ン
濃
縮
に
必
要
な
機
材
の
購
入
を
試
み
て
い
る

45

と
の
情
報
は
︑﹁
フ
ラ
ン
ス
と
の
合
意
破
棄
は
︑
パ
キ
ス
タ
ン
の
核
開
発
に
向
け
た
熱
意
に
全
く
影
響
を
与
え
て
い
な
い
﹂
こ
と
を
意

味

(
)

し
た
︒

46
こ
の
頃
に
な
る
と
カ
ー
タ
ー
政
権
は
︑
ジ
ヤ
ー
と
は
直
接
交
渉
を
通
じ
て
︑
核
開
発
問
題
を
解
決
す
る
姿
勢
を
鮮
明
に
す
る
よ
う
に

な
っ
た
︒
一
九
七
九
年
初
頭
︑
パ
キ
ス
タ
ン
駐
在
大
使
ア
ー
サ
ー
・
ヒ
ュ
ン
メ
ル
︵
A
rthur
H
um
m
el︶
は
︑
ジ
ヤ
ー
と
会
談
し
︑
核

開
発
に
関
す
る
﹁
明
確
な
証
拠
﹂
が
あ
る
と
語
り
︑
核
開
発
の
破
棄
を
求
め
た
︒
こ
れ
に
対
し
︑
ジ
ヤ
ー
は
﹁
ま
っ
た
く
馬
鹿
げ
た
話

だ
﹂
と
返
答
し
︑
大
使
の
疑
惑
を
払
拭
す
る
た
め
︑
ア
メ
リ
カ
の
査
察
団
の
受
け
入
れ
を
承
諾
し
た
︒
し
か
し
︑
ジ
ヤ
ー
が
こ
の
取
り

決
め
に
従
う
こ
と
は
な
か
っ
た
︒
大
使
と
の
会
談
か
ら
一
か
月
後
︑
ジ
ヤ
ー
は
条
件
を
一
方
的
に
変
更
し
︑
イ
ン
ド
の
デ
ー
サ
ー
イ
ー

︵
M
orarjiD
esai︶
政
権
が
︑
ア
メ
リ
カ
の
核
査
察
を
受
け
入
れ
た
場
合
︑
パ
キ
ス
タ
ン
も
核
施
設
へ
の
立
ち
入
り
を
許
す
と
主
張
し

た
︒
ヒ
ュ
ン
メ
ル
は
︑
今
回
の
問
題
と
イ
ン
ド
の
事
例
に
は
﹁
関
係
性
が
な
い
﹂
と
指
摘
し
︑
パ
キ
ス
タ
ン
が
査
察
団
の
受
け
入
れ
を

拒
否
し
た
場
合
︑
ア
メ
リ
カ
国
内
世
論
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
語
っ
た
︒
こ
の
時
ヒ
ュ
ン
メ
ル
が
言
及
し
た
悪
影
響
と
は
︑﹁
グ
レ
ン

＝
サ
イ
ミ
ン
ト
ン
修
正
条
項
﹂
が
︑
パ
キ
ス
タ
ン
に
適
応
さ
れ
る
こ
と
で

(
)

あ
る
︒

47

カ
ー
タ
ー
政
権
内
で
は
政
策
措
置
の
内
容
に
つ
い
て
︑
議
論
が
行
わ
れ
て
い
た
︒
国
務
省
は
修
正
条
項
に
従
い
︑
軍
事
と
経
済
両
援

助
の
制
裁
措
置
を
推
奨
し
た
︒
こ
れ
に
対
し
︑
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
の
Ｐ
Ｒ
Ｃ
は
︑﹁
法
が
定
め
る
範
囲
で
︑
最
大
限
の
柔
軟
性
を
考
慮

し
な
が
ら
︑
パ
キ
ス
タ
ン
と
緊
密
な
関
係
を
維
持
す
べ
き
﹂
と
進
言
し
た
︒
カ
ー
タ
ー
の
最
終
的
な
決
断
は
︑
国
務
省
と
Ｐ
Ｒ
Ｃ
の
意

見
を
取
り
入
れ
た
折
衷
的
な
も
の
と
な
っ
た
︒
七
九
年
四
月
︑
カ
ー
タ
ー
政
権
は
︑
﹁
グ
レ
ン
＝
サ
イ
ミ
ン
ト
ン
修
正
条
項
﹂
を
適
用

し
︑
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
軍
事
︑
経
済
援
助
を
停
止
し
た
︒
た
だ
し
︑
制
裁
の
内
容
は
﹁
八
五
〇
〇
万
ド
ル
の
開
発
支
援
と
軍
事
訓
練
関

連
﹂
に
絞
ら

(
)

れ
た
︒
さ
ら
に
カ
ー
タ
ー
は
︑
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
に
公
表
さ
れ
る
危
険
性
を
承
知
の
上
で
︑
ジ
ヤ
ー
宛
に
親
書
を
送
り
︑

48
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ブ
ッ
ト
ー
問
題
を
一
時
的
に
棚
上
げ
に
し
て
︑
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
首
脳
会
談
を
開
き
︑
核
問
題
の
解
決
を
図
る
意
向
を
示

(
)

し
た
︒
カ
ー

49

タ
ー
が
ジ
ヤ
ー
と
の
対
話
路
線
に
舵
を
切
っ
た
背
景
に
は
︑
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
イ
ラ
ン
の
政
変
が
あ
っ
た
︒

(
︶
Jain,op.cit.,370.

39
︵

︶
K
ux,T
he
U
nited
States
and
P
akistan
1947-2000,op.cit.,235.

40
︵

︶
E
conom
ic
A
ssistance
to
Pakistan,B
ox
56,R
G
59,op.cit.,N
A
.

41
︵

︶
T
he
N
uclear
R
eprocessing
Issue
w
ith
Pakistan
and
F
rance;W
hether
to
R
esum
e
A
id
to
Pakistan,O
ctober
1977,qT
he
N
uclear
V
ault,”
op.cit.,

42http://w
w
w
.gw
u.edu/~
nsarchiv/nukevault/ebb333/doc04.pdf;Surfacing
ofF
rench-Pakistan
R
eprocessing
Issue,A
ugust24,1978,N
uclear
N
on-

Proliferation,N
P01605,D
igitalN
ationalSecurity
A
rchives;Jonathan
K
andell,qF
rench
Seek
to
A
dd
Safeguards
T
o
N
uclear
PastW
ith
Pakistan,”

N
ew
Y
ork
T
im
es,January
10,1978;K
ux,T
he
U
nited
States
and
P
akistan
1947-2000,op.cit.,236.

︵

︶
qPakistan:F
rance
M
ust
H
old
to
N
uclear
D
eal,”
T
he
W
ashington
P
ost,January
12,1978;M
ilton
R
.B
enjam
in,qPakistan
Says
F
rance
K
illing

43C
ontroversialN
uclear
D
eal,”
T
he
W
ashington
P
ost,A
ugust
24,1978.

︵

︶
Steven
W
eism
an
&
H
erbert
K
rosney,T
he
Islam
ic
B
om
b︵
N
ew
Y
ork:T
im
es
B
ook,1981
︶,186,190;D
on
O
berdorfer,M
ichaelG
atier,and

44M
aralee
Schw
artz,qPakistan:T
he
Q
uest
for
A
tom
ic
B
om
b:Problem
D
iscussed
by
W
est,M
oscow
,Peking,”
W
ashington
P
ost,27
A
ugust
1979.

︵

︶
qPakistan
Produces
R
adio-Isotopes,”
X
inhua
G
eneral
O
verseas
N
ew
s
Service,20
Septem
ber
1978,Lexis-N
exis
A
cadem
ic
U
niverse.http:

45//w
eb.lexis-nexis.com
.

︵

︶
A
Strategy
for
Inhibiting
Pakistan
from
A
cquiring
N
uclear
E
xplosive
C
apability,O
ctober
20,1978,B
ox
25,Sfaff
M
aterial:International

46E
conom
ics,JC
L,A
tlanta.

︵

︶
K
ux,T
he
U
nited
States
and
P
akistan
1947-2000,op.cit.,236;Pakistan
N
uclear
Program
:T
echnicalT
eam
V
isit,”
F
ebruary
28,1979,qT
he

47N
uclear
V
ault,”
op.cit.,http://w
w
w
.gw
u.edu/~
nsarchiv/nukevault/ebb333/doc25.pdf

︵

︶
PresidentialR
eview
M
eeting,M
arch
9,1979,ibid.,http://w
w
w
.gw
u.edu/~
nsarchiv/nukevault/ebb333/doc
29.pdf;Pakistan
and
Sym
ington

48A
m
endm
ent,M
arch
17,1979,ibid.,http://w
w
w
.gw
u.edu/~
nsarchiv/nukevault/ebb333
/doc30.pdf

︵

︶
PresidentialLetter
to
President
Zia
on
N
uclear
Issues,M
arch
21,1979,qT
he
N
uclear
V
ault,”
ibid.,http://w
w
w
.gw
u.edu/~
nsarchiv/nukev

49ault/ebb333/doc31.pdf
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五

西
南
ア
ジ
ア
地
域
の
不
安
定
化
と
米
パ
関
係

一
九
七
八
年
四
月
二
十
七
日
の
早
朝
︑
共
産
党
支
持
の
将
校
団
が
︑
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
首
都
カ
ー
ブ
ル
の
大
統
領
府
を
強
襲
し

た
︒
将
校
団
は
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ダ
ー
ウ
ー
ド
︵
M
oham
m
ad
D
aoud
︶
大
統
領
と
そ
の
一
族
を
殺
害
し
︑
軍
事
ク
ー
デ
タ
を
成
功
さ
せ

た
︒
社
会
主
義
体
制
と
な
っ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
初
代
大
統
領
に
は
︑
左
翼
団
体
﹁
ハ
ル
ク
︵
人
民
︶
﹂
の
指
導
者
ヌ
ー
ル
・
ム
ハ

ン
マ
ド
・
タ
ラ
キ
ー
︵
N
ur
M
uham
m
ad
T
araki︶
が
就
任
し
た
︒﹁
四
月
革
命
﹂
と
呼
ば
れ
る
こ
の
軍
事
ク
ー
デ
タ
の
引
き
金
と
な

っ
た
の
は
︑
も
う
一
つ
の
左
翼
団
体
﹁
パ
ル
チ
ャ
ム
︵
旗
︶﹂
派
の
指
導
者
ミ
ー
ル
・
ア
ク
バ
ル
・
ハ
イ
バ
ル
︵
M
ir
A
kbar
K
hyber︶

の
暗
殺
で
あ
っ
た
︒
こ
の
暗
殺
に
ダ
ー
ウ
ー
ド
は
︑
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
︒
だ
が
︑
ハ
イ
バ
ル
の
支
持
者
達
は
︑
共
産
主
義
勢
力
と

の
確
執
を
抱
え
る
大
統
領
に
疑
惑
の
目
を
向
け
︑
抗
議
行
動
を
開
始
し
た
︒
共
産
主
義
勢
力
に
よ
る
暴
動
を
恐
れ
た
ダ
ー
ウ
ー
ド
は
︑

タ
ラ
キ
ー
を
含
む
︑
共
産
党
政
治
局
の
メ
ン
バ
ー
を
投
獄
し
︑
鎮
静
化
を
図
っ
た
︒
後
に
社
会
主
義
政
権
の
二
代
目
大
統
領
に
就
任
す

る
ハ
フ
ィ
ー
ズ
ッ
ラ
ー
・
ア
ミ
ン
︵
H
afizullah
A
m
in
︶
は
︑
軟
禁
状
態
に
置
か
れ
た
︒
多
く
の
軍
内
部
の
共
産
党
支
持
者
は
︑
こ
の

時
の
逮
捕
者
名
簿
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
た
た
め
︑﹁
四
月
革
命
﹂
の
主
戦
力
と
し
て
︑
動
く
こ
と
が
で
き
た
の
で

(
)

あ
る
︒

50

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
共
産
化
は
︑
カ
ー
タ
ー
政
権
に
と
っ
て
︑
予
想
外
の
出
来
事
で
あ
っ
た
︒
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
分
析
に
よ
る
と
︑
ソ
連
は

今
回
の
ク
ー
デ
タ
に
関
与
し
て
い
な
い
も
の
の
︑
こ
の
機
会
を
利
用
し
︑
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
影
響
力
を
拡
大
す
る
の
は
明
ら
か
で

あ
っ
た
︒
カ
ー
タ
ー
は
﹁
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
派
遣
さ
れ
た
ソ
連
の
軍
事
顧
問
の
数
が
︑
一
か
月
の
間
に
三
五
〇
名
か
ら
五
〇
〇
名
に

増
え
て
い
る
︒
さ
ら
に
︑
ソ
連
は
タ
ラ
キ
ー
政
権
と
二
五
〇
万
ド
ル
の
軍
事
援
助
で
合
意
に
達
し
た
﹂
と
の
報
告
を
受
け
て
い
た
︒
カ

ー
タ
ー
政
権
内
で
は
︑
タ
ラ
キ
ー
政
権
へ
の
対
応
に
つ
い
て
︑
見
解
が
分
か
れ
て
い
た
︒
ヴ
ァ
ン
ス
は
従
来
の
政
策
の
継
続
を
進
言

し
︑
限
定
的
な
経
済
援
助
を
続
け
︑
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
対
す
る
﹁
一
定
の
影
響
力
﹂
を
維
持
す
べ
き
だ
と
指
摘
し
た
︒
ヴ
ァ
ン
ス
の
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見
解
で
は
︑
共
産
党
政
権
が
権
力
を
掌
握
し
て
も
︑
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
影
響
力
は
限
定
的
で
あ
っ
た
︒
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー

は
反
対
に
︑
ソ
連
が
軍
事
ク
ー
デ
タ
を
利
用
し
︑
西
南
ア
ジ
ア
地
域
か
ら
湾
岸
石
油
地
帯
ま
で
の
覇
権
支
配
に
乗
り
出
す
可
能
性
を
強

調
し
た
︒
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
の
提
案
は
︑
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
全
て
の
援
助
を
停
止
し
︑
タ
ラ
キ
ー
政
権
の
﹁
転
覆
作
戦
﹂
も
含
め

て
︑
ソ
連
の
拡
張
に
対
抗
す
る
と
い
う
趣
旨
で
あ

(
)

っ
た
︒

51

﹁
四
月
革
命
﹂
を
ソ
連
の
攻
勢
と
捉
え
る
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
の
見
解
は
︑
地
域
安
全
保
障
政
策
の
転
換
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
︒

と
り
わ
け
︑
隣
国
パ
キ
ス
タ
ン
の
戦
略
的
重
要
性
は
︑
明
ら
か
で
あ
っ
た
︒
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
に
と
っ
て
︑
パ
キ
ス
タ
ン
の
核
開
発
問

題
や
人
権
問
題
は
︑
対
ソ
強
硬
政
策
を
進
め
る
上
で
の
大
き
な
障
害
と
い
う
認
識
に
変
わ
っ
て

(
)

い
た
︒
国
務
省
の
懸
念
は
︑
逆
に
パ
キ

52

ス
タ
ン
に
向
け
ら
れ
た
︒
国
務
省
は
︑
ソ
連
の
軍
事
援
助
が
︑
イ
ラ
ン
や
パ
キ
ス
タ
ン
と
い
っ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
周
辺
国
と
の
軍
拡

競
争
の
引
き
金
に
な
る
と
指
摘
し
︑
人
権
外
交
と
軍
事
援
助
の
調
整
は
︑
さ
ら
に
困
難
と
な
る
と
分
析

(
)

し
た
︒
カ
ー
タ
ー
は
二
つ
の
見

53

解
の
妥
当
性
を
認
め
︑
タ
ラ
キ
ー
政
権
と
の
交
渉
ル
ー
ト
を
維
持
す
る
一
方
で
︑
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
近
隣
国
と
の
関
係
性
を
強
化
す

る
方
針
を
取
っ
た
の
で
あ
る
︒

こ
の
時
期
の
カ
ー
タ
ー
政
権
は
︑
地
域
安
全
保
障
政
策
に
関
し
て
︑
パ
キ
ス
タ
ン
よ
り
も
イ
ラ
ン
を
重
視
し
て
い
た
︒
カ
ー
タ
ー

は
︑
シ
ャ
ー
︵
R
eza
Shah
Pahlavi︶
政
権
の
人
権
問
題
に
関
し
て
は
沈
黙
し
︑﹁
シ
ャ
ー
の
指
導
力
の
下
︑
イ
ラ
ン
は
混
沌
の
多
い
地

域
の
中
で
︑
安
定
し
た
島
で
あ
る
﹂
と
の
称
賛
を
送
っ
て
い
た
︒
と
こ
ろ
が
︑
イ
ラ
ン
国
内
で
は
シ
ャ
ー
政
権
に
対
す
る
民
衆
デ
モ
が

多
発
し
て
い
た
︒
シ
ャ
ー
は
﹁
民
主
政
体
論
者
﹂
と
し
て
︑
イ
ラ
ン
の
近
代
化
を
進
め
る
と
喧
伝
す
る
一
方
で
︑
秘
密
警
察

︵
SA
V
A
K
︶
の
設
立
や
軍
の
増
強
な
ど
を
通
じ
て
︑
自
身
の
権
力
基
盤
の
強
化
に
腐
心
し
て
い
た
︒
さ
ら
に
六
二
年
に
シ
ャ
ー
が
開
始

し
た
﹁
白
色
革
命
﹂
は
︑
農
地
改
革
や
女
性
の
参
政
権
を
含
む
選
挙
改
革
を
︑
国
民
の
意
向
を
無
視
し
て
推
し
進
め
る
専
制
的
な
改
革

で
あ
り
︑
学
生
や
知
識
人
︑
宗
教
指
導
者
達
の
反
発
を
招
い
た
の
で
あ
る
︒
対
す
る
シ
ャ
ー
は
︑
反
体
制
派
に
厳
し
い
弾
圧
を
加
え
︑

一
九
六
四
年
に
は
宗
教
界
に
お
け
る
反
体
制
派
の
中
心
的
人
物
で
あ
っ
た
ホ
メ
イ
ニ
師
︵
R
hollah
K
hom
eini︶
を
国
外
に
追
放
し
︑

立教法学 第 96 号（2017)

20



事
態
の
鎮
静
化
を
試
み
た
︒
し
か
し
︑
反
体
制
派
の
勢
い
は
︑
シ
ャ
ー
が
第
四
次
中
東
戦
争
に
伴
う
石
油
危
機
を
背
景
と
す
る
経
済
危

機
を
口
実
に
︑
一
九
七
五
年
に
二
大
政
党
制
を
廃
止
し
︑
国
王
の
独
裁
制
の
強
化
を
図
る
と
再
び
高
潮
し
た
︒
政
権
と
反
体
制
派
の
関

係
は
︑
七
八
年
八
月
と
九
月
に
は
軍
と
デ
モ
隊
と
の
衝
突
に
よ
り
数
百
人
の
死
者
を
出
す
事
態
に
ま
で
悪
化
し
た
の
で
あ
る
︒
七
九
年

一
月
︑
シ
ャ
ー
は
反
体
制
派
の
鎮
圧
を
断
念
し
︑
国
外
に
逃
亡
し
た
︒
シ
ャ
ー
の
逃
亡
後
︑
亡
命
先
の
パ
リ
か
ら
帰
国
し
た
ホ
メ
イ
ニ

は
︑
国
内
の
混
乱
を
治
め
︑
イ
ス
ラ
ム
法
学
者
に
よ
る
政
治
統
治
を
掲
げ
る
﹁
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
﹂
を
樹
立

(
)

し
た
︒

54

Ｃ
Ｉ
Ａ
の
分
析
に
よ
れ
ば
︑
カ
ー
タ
ー
政
権
に
は
イ
ラ
ン
か
ら
の
石
油
購
入
を
継
続
す
る
こ
と
で
︑
ホ
メ
イ
ニ
側
と
の
関
係
を
好
転

す
る
機
会
が
あ
っ
た
︒
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
分
析
は
︑
全
く
の
的
外
れ
で
は
な
か
っ
た
︒
ホ
メ
イ
ニ
は
︑
シ
ャ
ー
を
支
援
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
に

対
し
︑
辛
辣
な
発
言
を
行
う
一
方
で
︑
イ
ラ
ン
の
独
立
を
尊
重
す
る
の
で
あ
れ
ば
︑
い
ず
れ
﹁
新
た
な
関
係
﹂
を
築
く
こ
と
も
検
討
し

て
い
た
か
ら
で
あ
る
︒
だ
が
︑
ア
メ
リ
カ
と
イ
ラ
ン
の
関
係
改
善
の
可
能
性
は
︑
七
九
年
一
一
月
︑
癌
治
療
の
名
目
で
事
実
上
︑
シ
ャ

ー
の
亡
命
を
受
け
入
れ
た
カ
ー
タ
ー
政
権
へ
の
反
発
か
ら
︑
イ
ラ
ン
・
ア
メ
リ
カ
大
使
館
人
質
事
件
が
勃
発
し
た
た
め
消
滅

(
)

し
た
︒

55

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
イ
ラ
ン
情
勢
の
急
変
を
受
け
︑
カ
ー
タ
ー
政
権
内
で
は
︑
ア
メ
リ
カ
の
西
南
ア
ジ
ア
地
域
で
の
影
響
力
低
下
へ

の
懸
念
が
強
ま
っ
た
︒
つ
い
に
は
国
務
省
か
ら
も
地
域
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
︑
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
軍
事
援
助
の
再
開
を
推
奨
す
る
覚

書
が
提
出
さ
れ
た
︒
海
洋
・
国
際
環
境
・
科
学
担
当
の
ト
ー
マ
ス
・
ピ
カ
リ
ン
グ
︵
T
hom
as.R
.Pickering
︶
と
近
東
担
当
の
ハ
ロ
ル

ド
・
サ
ン
ダ
ー
ス
︵
H
arold
Saunders︶
の
両
国
務
次
官
補
は
︑﹁
イ
ラ
ン
の
崩
壊
に
直
面
し
た
我
々
︵
ア
メ
リ
カ
政
府
︶
は
︑
難
し
い

決
断
を
す
る
必
要
が
あ
る
﹂
と
指
摘
し
︑﹁
Ｆ

戦
闘
機
の
よ
う
な
近
代
通
常
兵
器
の
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
供
与
は
︑
︵
南
ア
ジ
ア
︶
地
域

16

の
核
拡
散
よ
り
も
優
先
す
べ
き
で
あ
る
﹂
と
結
論
付

(
)

け
た
︒

56

政
権
内
で
は
︑
核
不
拡
散
問
題
と
地
域
安
全
保
障
政
策
を
対
置
す
る
意
見
へ
の
反
対
が
あ
る
一
方
で
︑
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
一
方
的
な

制
裁
措
置
の
有
効
性
を
︑
疑
問
視
す
る
声
が
強
ま
っ
て
い
た
︒
四
月
の
経
済
制
裁
の
後
も
︑
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
は
繰
り
返
し
︑
核
の
平

和
利
用
目
的
と
カ
ー
タ
ー
政
権
の
不
当
な
扱
い
を
喧
伝
し
て
い
た
︒
さ
ら
に
ジ
ヤ
ー
は
︑
ア
メ
リ
カ
に
代
わ
る
支
援
国
と
し
て
︑
サ
ウ
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ジ
ア
ラ
ビ
ア
等
の
湾
岸
諸
国
に
着
目
し
︑
援
助
計
画
に
つ
い
て
外
交
交
渉
を
続
け
て
い
た
︒
そ
の
際
︑
ジ
ヤ
ー
は
パ
キ
ス
タ
ン
の
核
開

発
を
﹁
ム
ス
リ
ム
世
界
の
財
産
﹂
と
呼
称
し
︑
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
す
る
抑
止
力
と
し
て
︑
援
助
を
集
め
て
い
た
の
で

(
)

あ
る
︒

57

カ
ー
タ
ー
政
権
は
︑
こ
う
し
た
制
裁
措
置
を
め
ぐ
る
膠
着
状
態
を
打
破
す
る
た
め
︑
ジ
ヤ
ー
政
権
へ
の
譲
歩
を
試
み
た
︒
ア
メ
リ
カ

は
︑
七
四
年
の
国
連
総
会
で
パ
キ
ス
タ
ン
が
提
起
し
た
南
ア
ジ
ア
地
域
全
体
の
核
抑
止
構
想
へ
の
支
持
を
表
明
し
た
︒
パ
キ
ス
タ
ン
に

は
︑
核
兵
器
開
発
の
破
棄
と
国
際
機
関
の
査
察
を
義
務
付
け
る
﹁
南
ア
ジ
ア
非
核
兵
器
地
帯
﹂
と
呼
ば
れ
る
こ
の
構
想
を
利
用
し
︑
イ

ン
ド
の
核
武
装
を
阻
止
す
る
一
方
で
︑
秘
密
裏
に
自
国
の
核
開
発
を
進
め
る
狙
い
が
あ
っ
た
︒
ニ
ク
ソ
ン
＝
フ
ォ
ー
ド
政
権
は
︑
印
パ

間
の
政
治
論
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
︑
パ
キ
ス
タ
ン
案
に
対
し
て
棄
権
票
を
投
じ
て

(
)

い
た
︒
こ
れ
に
対
し
カ
ー
タ
ー
政
権

58

は
︑
印
パ
双
方
に
同
等
の
査
察
を
厳
格
化
す
る
こ
と
で
︑
南
ア
ジ
ア
地
域
の
核
問
題
の
解
決
を
図
っ
た
の
で
あ
る
︒
イ
ン
ド
へ
の
査
察

を
要
求
し
て
き
た
ジ
ヤ
ー
政
権
が
こ
の
提
案
を
受
け
入
れ
る
可
能
性
は
あ
っ
た
︒

問
題
は
イ
ン
ド
の
説
得
で
あ
っ
た
︒
イ
ン
ド
政
府
は
﹁
非
核
兵
器
地
帯
﹂
の
構
想
自
体
に
は
反
対
し
な
い
も
の
の
︑
南
ア
ジ
ア
地
域

限
定
の
非
核
化
の
有
効
性
を
疑
問
視
し
︑
ア
ジ
ア
太
平
洋
全
体
の
非
核
化
を
国
連
の
場
で
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
︒
七
九
年
六
月
︑
駐

印
大
使
の
ロ
バ
ー
ト
・
ゴ
ヒ
ー
ン
︵
R
obert
F
.G
oheen
︶
と
会
談
し
た
デ
ー
サ
ー
イ
ー
首
相
は
︑
中
国
の
核
の
脅
威
が
あ
る
限
り
︑

﹁
印
パ
の
非
核
化
﹂
に
賛
同
は
で
き
な
い
と
語
っ
た
︒
さ
ら
に
デ
ー
サ
ー
イ
ー
は
︑
パ
キ
ス
タ
ン
の
核
開
発
の
危
険
性
を
訴
え
る
ゴ
ヒ

ー
ン
に
対
し
︑﹁
も
し
パ
キ
ス
タ
ン
の
核
実
験
が
露
見
し
た
ら
︑
イ
ン
ド
は
そ
れ
を
叩
き
潰
す
﹂
と
返
答
し
︑
好
戦
的
な
姿
勢
を
示

(
)

し
た
︒
印
パ
の
﹁
南
ア
ジ
ア
非
核
兵
器
地
帯
﹂
の
実
現
は
︑
パ
キ
ス
タ
ン
の
核
開
発
に
関
し
︑
強
硬
的
な
チ
ャ
ラ
ン
・
シ
ン
︵
C
haran

59
Singh
︶
が
首
相
に
就
任
す
る
と
厳
し
く
な
っ
た
︒
シ
ン
は
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
対
抗
策
と
し
て
︑
イ
ン
ド
の
核
爆
弾
開
発
を
示
唆
し
︑

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
査
察
に
も
不
満
を
表
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
︒
ア
メ
リ
カ
政
府
が
︑
イ
ン
ド
の
核
開
発
に
対
し
て
も
っ
て
い
た
ほ
ぼ
唯
一

の
梃
子
は
︑
六
三
年
の
協
定
で
建
設
さ
れ
た
タ
ラ
ブ
ル
原
発
の
核
燃
料
供
給
の
停
止
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
︑
イ
ン
ド
西
部
の
数
パ
ー
セ

ン
ト
の
電
力
需
要
を
満
た
す
に
過
ぎ
な
い
原
発
へ
の
燃
料
供
給
の
み
で
︑
全
面
査
察
を
イ
ン
ド
に
迫
る
に
は
無
理
が
あ

(
)

っ
た
︒

60
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核
問
題
の
対
応
が
軟
化
し
て
い
く
カ
ー
タ
ー
政
権
の
中
で
︑
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ⅰ
交
渉
の
責
任
者
を
務
め
た
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ス
ミ
ス

︵
G
erard
C
.Sm
ith
︶
大
統
領
核
不
拡
散
問
題
担
当
特
使
は
︑
一
貫
し
て
厳
し
い
措
置
の
必
要
性
を
強
調
し
た
︒
ス
ミ
ス
は
大
統
領
へ
の

覚
書
の
中
で
︑
パ
キ
ス
タ
ン
の
核
開
発
を
黙
認
す
る
こ
と
は
︑﹁
︵
カ
ー
タ
ー
の
︶
核
不
拡
散
政
策
の
大
半
を
失
う
﹂
こ
と
を
意
味
す
る

と
指
摘
し
︑﹁
イ
ギ
リ
ス
︑
ド
イ
ツ
︑
フ
ラ
ン
ス
︑
日
本
︑
オ
ラ
ン
ダ
と
の
協
議
﹂
を
通
じ
て
︑
パ
キ
ス
タ
ン
を
抑
止
す
る
方
法
を
進

言
し
た
︒
カ
ー
タ
ー
は
こ
の
見
解
に
賛
同
し
︑
西
側
同
盟
国
に
よ
る
包
囲
網
の
強
化
を
︑
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
対
応
策
に
加
え
た
の
で

(
)

あ
る
︒

61二
転
三
転
す
る
大
統
領
の
決
断
は
︑
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
政
策
路
線
の
明
確
化
を
阻
害
し
て
い
た
︒
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
は
﹁
誘
因
﹂
と

﹁
懲
罰
﹂
の
幅
で
大
き
く
揺
れ
る
政
策
に
危
惧
を
強
め
て
い
た
︒
そ
こ
で
︑
彼
は
ヴ
ァ
ン
ス
と
の
協
議
を
経
て
︑
各
省
の
地
域
専
門
家

を
集
め
た
﹁
南
ア
ジ
ア
研
究
グ
ル
ー
プ
﹂
を
結
成
し
︑
パ
キ
ス
タ
ン
政
策
の
見
直
し
を
行
っ
た
︒
座
長
に
は
ス
ミ
ス
が
選
出
さ

(
)

れ
た
︒

62

ス
ミ
ス
・
グ
ル
ー
プ
と
呼
ば
れ
る
こ
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
︑﹁
厳
し
い
経
済
制
裁
﹂
か
ら
﹁
通
常
兵
器
の
供
与
﹂
ま
で
様
々
な
政
策
を

検
討
し
た
後
︑
パ
キ
ス
タ
ン
の
核
開
発
を
阻
止
す
る
手
段
は
︑
殆
ど
な
い
と
判
断
し
た
︒
と
こ
ろ
が
︑
ア
メ
リ
カ
の
メ
デ
ィ
ア
は
︑
ス

ミ
ス
・
グ
ル
ー
プ
の
真
意
を
見
誤
り
︑
カ
ー
タ
ー
政
権
が
懲
罰
的
な
行
動
に
出
る
と
予
測
し
た
︒
七
九
年
八
月
一
二
日
︑
﹃
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
・
タ
イ
ム
ス
﹄
誌
が
︑
パ
キ
ス
タ
ン
の
ウ
ラ
ン
濃
縮
計
画
を
妨
害
す
る
た
め
︑
ス
ミ
ス
・
グ
ル
ー
プ
が
﹁
秘
密
作
戦
﹂
を
検
討
中

と
の
記
事
を
掲
載
し
た
︒
国
務
省
は
即
座
に
﹁
秘
密
作
戦
﹂
の
存
在
を
否
定

(
)

し
た
︒
し
か
し
︑
一
連
の
報
道
は
︑
ジ
ヤ
ー
政
権
内
の
ア

63

メ
リ
カ
政
府
に
対
す
る
懸
念
を
強
め
た
の
で
あ
る
︒

一
一
月
二
一
日
に
起
き
た
イ
ス
ラ
マ
ー
バ
ー
ド
の
ア
メ
リ
カ
大
使
館
襲
撃
事
件
は
︑
パ
キ
ス
タ
ン
の
対
米
不
信
を
反
映
し
た
も
の
で

あ
っ
た
︒
事
件
の
発
端
は
︑
メ
ッ
カ
の
カ
ー
ヴ
ァ
神
殿
が
ア
メ
リ
カ
軍
に
占
領
さ
れ
た
と
い
う
デ
マ
の
拡
散
だ
っ
た
︒
暴
徒
は
大
使
館

を
放
火
し
︑
ア
メ
リ
カ
人
二
名
と
パ
キ
ス
タ
ン
人
職
員
二
名
の
計
四
名
を
殺
害
し
た
︒
大
使
館
員
の
大
半
は
︑
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
に
避

難
す
る
こ
と
で
辛
う
じ
て
難
を
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
た
︒
ジ
ヤ
ー
は
︑
暴
徒
へ
の
非
難
と
犠
牲
者
へ
の
﹁
哀
悼
の
意
﹂
を
表
明
し
た
︒
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カ
ー
タ
ー
政
権
は
︑
Ｃ
Ｉ
Ａ
か
ら
パ
キ
ス
タ
ン
諜
報
部
が
暴
動
を
煽
動
し
た
と
の
報
告
を
受
け
て
い
た
が
︑
核
問
題
解
決
を
優
先
す
る

た
め
︑
ジ
ヤ
ー
の
謝
罪
を
受
け
入

(
)

れ
た
︒

64

同
月
︑
Ｐ
Ｒ
Ｃ
で
は
西
側
諸
国
と
協
力
し
︑
核
開
発
に
転
用
可
能
な
﹁
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
﹂
物
資
の
禁
輸
措
置
を
検
討
す
る
一
方
で
︑

ジ
ヤ
ー
を
説
得
す
る
新
た
な
計
画
が
提
案
さ
れ
た
︒
ジ
ヤ
ー
の
﹁
面
子
を
保
つ
﹂
こ
と
を
重
視
し
た
こ
の
計
画
は
︑
査
察
の
受
け
入
れ

を
条
件
に
︑
原
子
力
発
電
所
建
設
の
援
助
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
っ
た
︒
原
子
力
発
電
所
支
援
計
画
に
多
く
の
賛
同
が
集
ま
る
中
︑
国

務
省
内
で
は
経
済
︑
軍
事
の
援
助
条
件
に
つ
い
て
見
解
の
相
違
が
明
ら
か
と
な
っ
た
︒
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
の
グ
ル
ー
プ
は
︑
経
済
援
助

の
条
件
に
人
権
問
題
の
改
善
の
必
要
性
を
説
い
た
︒
こ
れ
に
対
し
︑
サ
ン
ダ
ー
ス
の
グ
ル
ー
プ
は
︑
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
政
治
的
圧
力

が
︑
西
南
ア
ジ
ア
地
域
安
全
保
障
政
策
を
損
な
う
危
険
性
を
強
調
し
︑﹁
二
隻
の
ギ
ア
リ
ン
グ
級
駆
逐
艦
を
売
却
す
べ
き
﹂
と
指
摘

(
)

し
た
︒
パ
キ
ス
タ
ン
に
対
す
る
カ
ー
タ
ー
外
交
の
一
元
化
は
︑
核
開
発
問
題
に
よ
り
阻
害
さ
れ
︑
大
き
く
前
進
す
る
見
込
み
は
な
か
っ

65
た
︒
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
︑
ソ
連
の
動
向
で
あ
っ
た
︒

(
︶
M
artin
E
w
ans,C
onflict
in
A
fghanistan:
Studies
in
A
sym
m
etric
W
arfare︵
London:R
outledge,2005
︶,105-107;D
iego
C
ordovez
&
Selig
G
.

50H
arrison,O
utofA
fghanistan:T
he
Inside
Story
ofthe
SovietW
ithdraw
al︵
N
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Y
ork:O
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U
niversity
Press,1995︶,25-28.

︵

︶
M
em
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N
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A
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B
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C
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R
U
S

511977-1980,vol.1,op.cit.,488;D
ouglas
M
acE
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the
Soviet
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ofA
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C
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m
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s
R
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enter
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Study
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A
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金
成
浩
﹃
ア
フ
ガ
ン
戦
争
の
真
実

米
ソ
冷
戦
下
の
小
国
の

悲
劇
﹄
︵
日
本
放
送
出
版
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︑
二
〇
〇
二
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︶︑
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頁
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︶
B
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︵

︶
T
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A
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A
fghanistan:M
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53
︵

︶
M
atthew
K
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m
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A
lliance:International
E
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H
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R
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the
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E
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54D
iplom
atic
H
istory,V
ol.39︵
Sep
2015︶,686;G
eorge
C
.H
erring,From
C
olony
to
Superpow
er:U
.S.Foreign
R
elations
Since
1776
︵
O
xford:O
xford

U
niversity
Press,2008︶,848-850;E
rvand
A
braham
ian,A
H
istory
ofM
odern
Iran
︵
C
am
bridge:C
am
bridge
U
niversity
Press,2008︶,124-169;
宮
田
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律
﹃
イ
ス
ラ
ム
世
界
と
欧
米
の
衝
突
﹄︵
日
本
放
送
出
版
協
会
︑
一
九
九
八
年
︶︑
一
二
七

一
三
〇
頁
︒
フ
レ
ッ
ド
・
ハ
リ
デ
ー
︵
岩
永
博
︑
菊
池
弘
︑
伏
見
楚
代
子

訳
︶
﹃
イ
ラ
ン

独
裁
と
経
済
発
展
﹄︵
法
政
大
学
出
版
局
︑
一
九
八
〇
年
︶︑
三
二
五
ー
三
二
六
頁
︒

︵

︶
T
rita
Parsi,T
reacherous
A
lliance:
T
he
Secret
D
ealings
of
Israel,Iran,
and
the
U
.S.︵
N
ew
H
eaven:Y
ale
U
niversity
Press,2007︶,88-89;

55A
braham
ian,op.cit.,169.

︵

︶
A
Strategy
for
Pakistan,M
arch
5,1979,T
he
N
uclear
V
ault,op.cit.,http://w
w
w
.gw
u.edu/~
nsarchiv/nukevault/ebb333/doc28.pdf

56
︵

︶
Jain,op.cit.,396-397:H
aqqani,op.cit.,238-239.
米
英
と
パ
キ
ス
タ
ン
の
核
開
発
問
題
を
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
と
の
関
係
で
論
じ
る
研
究
と
し
て
は
次
の
研
究

57が
あ
る
︒
M
alcolm
M
.C
raig,qN
uclear
Sw
ord
ofthe
M
oslem
W
orld?:the
U
nited
States,B
ritain,Pakistan,and
the
I̒sam
ic
B
om
b̓
1977-80,”
T
he

InternationalH
istory
R
eview
,V
ol.38,N
o.5,2016,857-879.

︵

︶
Savita
Pande,qN
uclear
W
eapon-F
ree
Zone
in
South
A
sia,”
Strategic
A
nalysis,V
ol.22,N
o.11,2008,1681-1688.

58
︵

︶
N
uclear
D
ialogue
W
ith
India,June
2,1979,T
he
N
uclear
V
ault,http://w
w
w
.gw
u.edu/~
nsarchiv/nukevault/ebb333/doc35a.pdf;India
and

59Pakistan
N
uclear
Problem
,June
7,1979,ibid.,http://w
w
w
.gw
u.edu/~
nsarchiv/nukevault/ebb333/doc35b.pdf

︵

︶
K
ux,E
stranged
D
em
ocracies:India
and
the
U
nited
States,365.
吉
田
︑
前
掲
書
︑
一
二
八
頁
︒

60
︵

︶
N
onproliferation
in
South
A
sia,June
8,1979,qT
he
N
uclear
V
ault,”
op.cit.,http://w
w
w
.gw
u.edu/~
nsarchiv/nukevault/ebb333/doc36.pdf

61
︵

︶
B
rzezinskito
the
Secretary
ofState,qT
he
South
A
sian
N
uclear
Problem
,”
19
June
1979,bid,http://nsarchive.gw
u.edu/nukevault/ebb333/

62doc37.pdf

︵

︶
R
ichard
B
urt,qInform
ation
B
ank
A
bstracts,”
N
ew
Y
ork
T
im
es,A
ugust
12,1979;D
on
O
berdorfer,qU
S
D
enies
C
overt
Plans
in
Pakistan;

63Possible
Sabotage
to
R
eactor
D
iscounted,”
W
ashington
P
ost,15
A
ugust
1979.

︵

︶
Situation
in
Pakistan
as
of0845
E
ST
,N
ovem
ber
21,1979,B
ox
35,O
ffice
ofthe
C
hiefofthe
StaffF
iles,JC
L,A
tlanta:K
ux,T
he
U
nited
Statesand

64P
akistan
1947-2000,op.cit.,242-245;Jain,op.cit.,404-406.

︵

︶
A
ssistantSecretaries
H
arold
Saunders,T
hom
as
Pickering,and
A
nthony
Lake
through
M
r.C
hristopher,M
r.N
ew
som
,and
M
rs.B
enson
to
the

65Secretary,qN
ovem
ber
14
PR
C
M
eeting
on
South
A
sian
N
uclear
Issues,”
N
ovem
ber
10,1979,B
ox
5,R
G
59,N
.A
.

六

新
冷
戦
と
パ
キ
ス
タ
ン

七
九
年
末
の
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
は
︑
核
問
題
と
地
域
安
全
保
障
政
策
の
優
先
性
を
め
ぐ
る
省
庁
間
の
争
い
に
決
着
を
つ
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け
た
︒
﹁
四
月
革
命
﹂
で
共
闘
関
係
を
築
い
た
﹁
ハ
ル
ク
﹂
派
と
﹁
パ
ル
チ
ャ
ム
﹂
派
に
は
︑
支
持
母
体
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
違
い

が
あ
っ
た
︒
庶
民
階
級
を
中
心
と
す
る
﹁
ハ
ル
ク
﹂
派
は
︑
労
働
者
階
級
を
中
心
と
し
た
革
命
思
想
を
重
視
し
た
︒
対
す
る
﹁
パ
ル
チ

ャ
ム
﹂
派
は
︑
上
流
・
地
方
主
義
出
身
者
が
多
く
︑
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
資
本
主
義
の
未
成
熟
性
を
指
摘
し
︑
全
階
級
の
民
主
革
命
の

必
要
性
を
説
い
て
い
た
︒
両
者
の
全
面
対
立
は
︑
イ
ス
ラ
ム
反
政
府
勢
力
の
打
倒
と
い
う
共
通
目
標
に
よ
り
︑
回
避
さ
れ
て
き
た
︒
し

か
し
︑
イ
ス
ラ
ム
ゲ
リ
ラ
勢
力
の
抵
抗
が
強
ま
る
に
つ
れ
て
︑
両
者
は
相
手
側
へ
の
不
満
を
募
ら
せ
て
い
っ
た
︒﹁
パ
ル
チ
ャ
ム
﹂
派

の
ア
ミ
ン
は
︑
タ
ラ
キ
ー
が
ソ
連
と
の
関
係
強
化
に
乗
り
出
し
︑
イ
ス
ラ
ム
勢
力
の
強
い
反
発
を
招
く
と
︑﹁
ハ
ル
ク
﹂
派
の
排
除
に

乗
り
出
し
た
︒
七
九
年
九
年
月
︑
ア
ミ
ン
は
タ
ラ
キ
ー
を
暗
殺
し
︑
大
統
領
に
就
任
し
た
︒
当
初
︑
事
態
を
静
観
し
て
い
た
ソ
連
は
︑

一
二
月
二
五
日
に
侵
攻
を
開
始
し
︑
パ
ル
チ
ャ
ム
派
の
親
ソ
政
権
樹
立
の
た
め
︑
ア
ミ
ン
を
殺
害
し
た
の
で

(
)

あ
る
︒

66

カ
ー
タ
ー
政
権
は
︑
七
九
年
夏
の
段
階
で
︑
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
反
政
府
ゲ
リ
ラ
へ
の
援
助
を
開
始
し
て
い
た
が
︑
ソ
連
の
侵
攻
に

よ
り
︑
反
共
支
援
の
範
囲
を
パ
キ
ス
タ
ン
に
ま
で
拡
大
し
た
︒
一
九
八
〇
年
一
月
︑
カ
ー
タ
ー
は
﹁
我
々
︵
ア
メ
リ
カ
︶
は
︑
北
か
ら

の
深
刻
な
脅
威
に
対
峙
す
る
パ
キ
ス
タ
ン
の
独
立
と
安
全
保
障
を
助
け
る
た
め
︑
軍
事
︑
食
糧
︑
そ
の
他
の
援
助
を
提
供
す
る
﹂
と
の

声
明
を
発
表

(
)

し
た
︒
カ
ー
タ
ー
政
権
の
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
態
度
は
︑
核
開
発
凍
結
に
向
け
て
同
盟
国
と
共
に
監
視
を
続
け
る
一
方
で
︑

67

ジ
ヤ
ー
政
権
へ
の
直
接
的
な
圧
力
を
控
え
る
よ
う
大
使
館
に
指
示
を
出
し
た
こ
と
が
示
す
よ
う
に
軟
化

(
)

し
た
︒
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
は
︑

68

パ
キ
ス
タ
ン
を
ソ
連
の
攻
勢
に
利
用
す
る
政
策
に
自
信
を
深
め
て
い
た
︒
雑
誌
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
彼
は
︑
﹁
今
や
ソ
ビ
エ
ト
連
邦

に
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
を
与
え
る
機
会
が
訪
れ
た
﹂
と
語
る
ほ
ど
で
あ

(
)

っ
た
︒

69

と
こ
ろ
が
︑
米
パ
関
係
は
ア
メ
リ
カ
政
府
が
期
待
し
た
通
り
に
改
善
し
な
か
っ
た
︒
ジ
ヤ
ー
は
こ
の
機
会
を
利
用
し
︑
ア
メ
リ
カ
か

ら
最
大
限
の
見
返
り
を
求
め
た
︒
ジ
ヤ
ー
は
援
助
の
具
体
的
な
内
容
を
聞
く
ま
で
︑
カ
ー
タ
ー
の
声
明
に
好
意
的
な
反
応
を
示
さ
ず
︑

Ｆ

戦
闘
機
や
戦
車
な
ど
の
高
性
能
兵
器
を
要
求
し
た
︒
こ
れ
に
対
し
︑
国
務
省
が
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
に
提
示
し
た
の
は
︑
二
年
間

16

で
四
〇
〇
万
ド
ル
の
軍
事
と
経
済
援
助
計
画
で
あ
っ
た
︒
そ
こ
に
ジ
ヤ
ー
の
要
求
す
る
Ｆ

戦
闘
機
は
︑
含
ま
れ
な
か
っ
た
︒
カ
ー

16
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タ
ー
は
︑
イ
ン
ド
の
反
発
を
懸
念
し
︑
高
性
能
兵
器
の
供
給
を
見
送
っ
た
の
で
あ
る
︒
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
軍
事
援
助
を
公
表
し
た
直

後
︑
カ
ー
タ
ー
は
特
使
と
し
て
元
国
防
長
官
の
ク
ラ
ー
ク
・
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
︵
C
lark
C
lifford
︶
を
イ
ン
ド
に
派
遣
し
︑
パ
キ
ス
タ
ン

へ
の
軍
事
援
助
の
再
開
が
︑
イ
ン
ド
の
安
全
保
障
を
脅
か
す
こ
と
は
な
い
と
確
約
し
て

(
)

い
た
︒
ジ
ヤ
ー
は
︑
イ
ン
ド
へ
の
配
慮
の
た
め

70

抑
制
さ
れ
た
軍
事
援
助
政
策
を
︑﹁
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
﹂
と
形
容
し
︑
ア
メ
リ
カ
政
府
へ
の
根
深
い
不
信
感
を
表
し
た
︒
パ
キ
ス
タ
ン
外
務

省
は
︑
﹁
援
助
は
脅
威
の
大
き
さ
に
見
合
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
表
明
し
︑
ア
メ
リ
カ
の
提
案
に
難
色
を
示
し
た
の
で
あ

る
︒パ

キ
ス
タ
ン
の
返
答
を
受
け
た
カ
ー
タ
ー
は
︑
ジ
ヤ
ー
の
発
言
に
不
快
感
を
表
し
た
も
の
の
︑
対
ソ
強
硬
政
策
を
優
先
す
る
た
め
︑

パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
追
加
援
助
を
決
意
し
た
︒
同
年
三
月
︑
カ
ー
タ
ー
は
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
と
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
を
イ
ス
ラ
マ
ー
バ
ー
ド

に
派
遣
し
︑
軍
事
援
助
額
の
一
〇
〇
万
ド
ル
増
加
を
提
示
し
た
︒
パ
キ
ス
タ
ン
を
西
南
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
対
ソ
政
策
の
﹁
中
心
的

要
素
﹂
に
位
置
づ
け
た
カ
ー
タ
ー
政
権
は
︑
段
階
的
な
援
助
の
引
き
上
げ
を
約
束
し
︑
ジ
ヤ
ー
と
の
関
係
改
善
に
努
め
た
︒
追
加
援
助

も
拒
絶
さ
れ
た
カ
ー
タ
ー
は
︑
最
終
的
に
国
務
省
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
︑
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
Ｆ
︱

戦
闘
機
を
軍
事
援
助
計
画
に
組

16

み
入
れ
た
の
で

(
)

あ
る
︒

71

パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
融
和
的
姿
勢
を
強
め
る
カ
ー
タ
ー
政
権
に
対
し
︑
ア
メ
リ
カ
国
内
で
は
﹁
外
交
政
策
の
一
貫
性
の
欠
如
﹂
を
非
難

す
る
意
見
が
高
ま
っ
て
い
た
︒
共
和
党
の
大
統
領
候
補
レ
ー
ガ
ン
︵
R
onald
W
.R
eagan
︶
は
︑
﹁
パ
キ
ス
タ
ン
を
︑
ア
フ
ガ
ン
ゲ
リ
ラ

に
ア
メ
リ
カ
の
援
助
を
届
け
る
た
め
の
パ
イ
プ
と
し
て
利
用
す
る
﹂
こ
と
を
言
明
し
︑
人
権
外
交
の
原
則
と
軍
事
支
援
の
バ
ラ
ン
ス
に

苦
心
す
る
カ
ー
タ
ー
政
権
と
の
違
い
を
強
調
し
た
︒
パ
キ
ス
タ
ン
国
内
の
反
政
府
派
も
ま
た
︑
カ
ー
タ
ー
政
権
の
方
針
転
換
に
不
信
感

を
募
ら
せ
て
い
た
︒
ブ
ッ
ト
ー
前
首
相
の
娘
で
あ
る
ベ
ー
ナ
ズ
ィ
ー
ル
・
ブ
ッ
ト
ー
︵
B
enazir
B
hutto︶
は
︑
パ
キ
ス
タ
ン
の
代
表

と
し
て
﹁
ジ
ヤ
ー
が
国
連
総
会
で
演
説
を
す
る
こ
と
は
不
適
切
で
あ
る
﹂
と
の
声
明
を
公
表

(
)

し
た
︒

72

一
九
八
〇
年
一
〇
月
︑
国
連
総
会
に
参
加
す
る
た
め
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
問
し
た
ジ
ヤ
ー
は
︑
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
も
足
を
運
び
︑
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カ
ー
タ
ー
と
の
会
談
を
行
っ
た
︒
ジ
ヤ
ー
の
対
米
認
識
は
上
向
き
で
あ
っ
た
︒
米
パ
は
諜
報
分
野
で
協
力
体
制
を
強
化
し
︑
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
内
で
の
ソ
連
の
動
向
を
監
視
し
た
︒
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
資
金
は
︑
パ
キ
ス
タ
ン
軍
の
情
報
統
合
局
︵
Inter-Services
Intelligence:ISI︶

を
通
じ
て
︑
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
反
政
府
ゲ
リ
ラ
に
渡
っ
て
い
た
︒
た
だ
し
︑
ジ
ヤ
ー
は
翌
年
の
大
統
領
選
挙
で
カ
ー
タ
ー
が
劣
勢
に

あ
る
と
判
明
す
る
と
︑
軍
事
援
助
の
申
し
出
を
保
留
し
︑
レ
ー
ガ
ン
政
権
誕
生
に
よ
り
︑
カ
ー
タ
ー
と
の
合
意
が
反
故
と
な
る
危
険
性

を
回
避
し
た
︒
結
局
︑
選
挙
に
大
敗
し
た
カ
ー
タ
ー
は
︑
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
協
力
体
制
を
通
じ
て
︑
ソ
連
の
軍
事
攻
勢
に
対
抗
す
る
と

い
う
構
想
を
実
現
で
き
な
か
っ
た
︒
こ
の
構
想
を
完
遂
す
る
の
は
︑
レ
ー
ガ
ン
で
あ
っ
た
︒
八
一
年
一
月
︑
大
統
領
に
就
任
し
た
レ
ー

ガ
ン
は
︑
パ
キ
ス
タ
ン
を
﹁
前
線
国
家
﹂
と
位
置
づ
け
︑
五
年
間
で
三
二
〇
億
ド
ル
と
い
う
大
規
模
な
援
助
計
画
の
検
討
を
開
始
し
た

の
で

(
)

あ
る
︒

73

(
︶
金
︑
前
掲
書
︑
二
八

三
〇
頁
︒

66
︵

︶
D
epartm
ent
ofState,President
C
arter:Soviet
Invasion
ofA
fghanistan,January
4,1980,C
urrentP
olicy,N
o.123.

67
︵

︶
State
D
epartm
entcable
25686
to
U
.S.E
m
bassy
Sw
itzerland
etal.,qN
on-Proliferation
Policy
and
R
enew
ed
A
ssistance
to
Pakistan,”
30
January

681980,C
onfidential,http://nsarchive.gw
u.edu/nukevault/ebb333/doc46.pdf

︵

︶
Zbigniew
B
rzezinski,qH
ow
Jim
m
y
C
arter
and
I
Started
the
M
ujahideen.”
C
ounterpunch.http://w
w
w
.counterpunch.org/brzezinski.htm
l.

69
︵

︶
R
obert
F
.G
oheen,qU
.S.Policy
tow
ard
India
D
uring
the
C
arter
Presidency,”
in
H
arold
A
.G
ould
&
Sum
it
G
anguly,ed.,T
he
H
ope
and
the

70R
eality:U
.S.-India
R
elationsfrom
R
ooseveltto
R
eagan
︵
B
oulder:W
estview
Press,1992︶,132;M
.Srinivas
C
hary,T
he
E
agle
and
the
Peacock:U
.S.

F
oreign
Policy
T
ow
ard
India
Since
Independence︵
W
est
Port:G
reenw
ood
Press,1995︶,153.

︵

︶
K
ux,T
he
U
nited
States
and
P
akistan
1947-2000,op.cit.,247-249;Scott
K
aufm
an,P
lans
U
nraveled;
T
he
Foreign
P
olicy
of
the
C
arter

71A
dm
inistration
︵
D
ekalb:N
orth
Illinois
U
niversity
Press,2008︶,217-219.

︵

︶
qV
ance
D
efends
C
arter
F
oreign
Policy
Stance”,B
oston
G
lobe,M
arch
20,1980;qD
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Standards,”
B
oston
G
lobes,January
1,

721980;qA
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T
he
W
orld:F
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ofPakistan̓
s
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C
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H
im
D
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B
an,”
N
ew
Y
ork
T
im
es,Septem
ber
22,1980.

︵

︶
K
ux,T
he
U
nited
States
and
P
akistan
1947-2000,op.op.cit.,256;
山
根
聡
﹁
対
テ
ロ
戦
争
期
パ
キ
ス
タ
ン
の
政
治
・
社
会
に
お
け
る
内
的
変
化
﹂
﹃
ア
ジ
ア
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お

わ

り

に

カ
ー
タ
ー
政
権
は
︑
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
を
契
機
と
し
て
︑
対
ソ
強
硬
的
な
地
域
安
全
保
障
政
策
に
踏
み
切
り
︑
パ
キ
ス

タ
ン
へ
の
軍
事
援
助
の
再
開
を
決
定
し
た
︒
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
と
国
務
省
の
サ
ン
ダ
ー
ス
の
グ
ル
ー
プ
は
︑
﹁
四
月
革
命
﹂
勃
発
の
時

点
で
︑
ジ
ヤ
ー
政
権
と
の
融
和
政
策
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
お
り
︑
核
問
題
と
人
権
問
題
を
重
視
す
る
ヴ
ァ
ン
ス
と
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

の
グ
ル
ー
プ
の
主
張
を
退
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
︒
た
だ
し
︑
カ
ー
タ
ー
政
権
の
パ
キ
ス
タ
ン
政
策
を
地
政
学
的
要
因
か
ら
理
解
す
る

の
は
一
面
的
で
あ
る
︒
そ
も
そ
も
︑
カ
ー
タ
ー
政
権
は
外
交
に
お
け
る
道
徳
的
側
面
の
重
要
性
を
強
調
し
︑
核
濃
縮
関
連
の
技
術
情
報

の
拡
散
と
発
展
途
上
国
向
け
の
武
器
供
与
の
危
険
性
を
認
識
し
て
い
た
︒
カ
ー
タ
ー
の
人
権
問
題
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
は
︑
ブ
ッ
ト

ー
政
権
の
市
民
弾
圧
を
理
由
に
︑
非
殺
傷
兵
器
の
供
給
を
停
止
し
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
︒
さ
ら
に
カ
ー
タ
ー
政
権
が
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
と
イ
ラ
ン
の
政
変
に
よ
り
︑
パ
キ
ス
タ
ン
政
策
の
見
直
し
を
迫
ら
れ
る
中
︑
ジ
ヤ
ー
に
対
し
て
引
き
続
き
核
開
発
の
弊
害
を

説
き
続
け
た
と
い
う
こ
と
は
︑
同
政
権
の
外
交
的
定
見
の
欠
如
を
示
し
て
い
る
︒

こ
の
人
権
︑
核
開
発
︑
西
南
ア
ジ
ア
地
域
安
全
保
障
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
外
交
を
進
め
る
に
は
︑
ジ
ヤ
ー
政
権
と
の
信
頼
構
築
が
不

可
欠
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
︑
人
権
と
核
問
題
で
緊
張
状
態
に
あ
っ
た
米
パ
関
係
を
再
調
整
す
る
に
は
︑
多
く
の
困
難
が
伴
っ
た
︒
カ
ー

タ
ー
政
権
は
ま
ず
︑
ジ
ヤ
ー
と
の
対
話
路
線
を
明
確
に
す
る
た
め
︑
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
経
済
制
裁
措
置
を
解
除
す
る
必
要
が
あ
っ
た
︒

カ
ー
タ
ー
政
権
内
で
は
︑
パ
キ
ス
タ
ン
の
経
済
・
軍
事
面
で
の
対
米
依
存
度
の
低
下
を
指
摘
し
︑
制
裁
措
置
の
効
力
を
疑
問
視
す
る
意

見
が
高
ま
っ
て
い
た
︒
た
だ
し
︑
核
問
題
の
進
展
な
し
に
経
済
政
策
を
撤
廃
す
る
こ
と
に
は
︑
国
務
省
内
か
ら
反
対
が
挙
が
っ
た
︒
カ

ー
タ
ー
政
権
は
︑
核
不
拡
散
問
題
と
地
域
安
全
保
障
政
策
を
両
立
さ
せ
る
た
め
︑
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
譲
歩
と
し
て
印
パ
同
時
の
核
兵
器

カーター外交とパキスタン 一九七七〜一九八〇（溝口 聡）
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開
発
中
止
や
原
子
力
発
電
所
建
設
支
援
を
実
施
し
︑
そ
の
見
返
り
と
し
て
核
開
発
の
凍
結
を
進
め
︑
経
済
制
裁
を
解
除
す
る
と
い
う
筋

書
き
を
立
て
た
の
で
あ
る
︒
次
に
カ
ー
タ
ー
政
権
は
︑
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
軍
事
援
助
の
再
開
に
よ
る
米
パ
関
係
の
修
復
を
試
み
た
︒
そ

の
際
︑
カ
ー
タ
ー
は
キ
ス
タ
ン
へ
の
軍
事
援
助
を
再
開
す
る
一
方
で
︑
イ
ン
ド
の
反
発
を
抑
え
︑
印
パ
関
係
の
悪
化
を
防
ぐ
手
段
を
講

じ
た
︒
Ｆ
︱

戦
闘
機
の
よ
う
な
高
性
能
兵
器
の
供
給
を
除
外
し
た
背
景
に
は
︑
イ
ン
ド
へ
の
配
慮
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
︒
カ
ー
タ
ー

16

政
権
の
最
終
的
な
目
標
は
︑
米
パ
関
係
を
安
定
さ
せ
︑
西
南
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
ソ
連
の
攻
勢
に
対
し
︑
共
闘
関
係
を
築
く
こ
と
に

あ
っ
た
︒
こ
の
構
想
に
は
︑
諜
報
活
動
な
ど
限
ら
れ
た
分
野
に
お
い
て
︑
実
現
す
る
兆
し
が
あ
っ
た
︒

だ
が
︑
カ
ー
タ
ー
政
権
の
試
み
は
失
敗
し
た
︒
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
関
係
改
善
を
急
ぐ
カ
ー
タ
ー
は
︑
ジ
ヤ
ー
政
権
へ
の
融
和
的
な
言

動
を
強
め
︑
国
内
外
か
ら
人
権
外
交
と
の
整
合
性
の
無
さ
を
非
難
さ
れ
た
︒
ま
た
︑
ジ
ヤ
ー
が
カ
ー
タ
ー
政
権
と
関
係
改
善
を
進
め
る

重
要
性
は
︑
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
軍
事
援
助
に
一
段
と
前
向
き
な
大
統
領
候
補
レ
ー
ガ
ン
の
登
場
に
よ
り
大
き
く
低
下
し
た
︒
結
局
︑
人

権
外
交
の
束
縛
が
緩
い
レ
ー
ガ
ン
政
権
が
︑
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
の
考
案
し
た
パ
キ
ス
タ
ン
を
ソ
連
の
攻
勢
に
利
用
す
る
政
策
を
継
承

し
︑
そ
の
成
果
を
得
る
の
で
あ
る
︒

カ
ー
タ
ー
政
権
の
パ
キ
ス
タ
ン
外
交
に
は
︑
人
権
状
況
の
改
善
と
核
開
発
の
放
棄
を
同
時
に
要
求
す
る
と
い
う
課
題
設
定
の
時
点
か

ら
無
理
が
あ
り
︑
そ
こ
に
新
冷
戦
に
よ
る
援
助
要
請
が
加
わ
っ
た
結
果
︑
大
き
な
混
乱
が
生
じ
た
の
で
あ
る
︒
対
パ
キ
ス
タ
ン
政
策
の

失
敗
に
は
ま
た
︑
大
統
領
の
資
質
に
負
う
部
分
も
あ
っ
た
︒
二
転
三
転
す
る
大
統
領
の
決
断
は
︑
政
権
内
の
政
策
調
整
を
複
雑
化
さ

せ
︑
西
南
ア
ジ
ア
地
域
の
戦
略
環
境
の
変
化
に
伴
う
迅
速
な
対
応
を
阻
害
し
た
の
で
あ
る
︒

＊

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
︑
査
読
委
員
の
方
々
か
ら
貴
重
な
助
言
を
戴
い
た
︒
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
た
い
︒
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